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Ⅱ
．
令
和
５
年
度
航
路
標
識
等
整
備
予
算
の
概
要

　

１
．
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
（
別
紙
１
か
ら
６
参
照
）

　
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対

策
」
が
平
成
３０
年
１2
月
１４
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
令
和
2
年

度
ま
で
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
取
組
が
実
施
さ
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
各
課
題
へ
の
備
え
は
未
だ
十
分
で
は

な
い
と
し
て
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か

年
加
速
化
対
策
」が
令
和
2
年
１2
月
１１
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
取
組
の
更
な
る
加
速
化
・
深

化
を
図
り
、
災
害
に
屈
し
な
い
強
靱
な
国
土
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
と
さ
れ
、
航
路
標
識
に
対
し
て
は
、「
走
錨
事
故
等

防
止
対
策
」、「
航
路
標
識
の
耐
災
害
性
強
化
対
策
」、「
航
路

標
識
の
老
朽
化
等
対
策
」
を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
気
象
災
害
や
切
迫
す
る
大
規
模
地

震
へ
備
え
る
た
め
本
施
策
に
基
づ
く
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

Ⅰ
．
令
和
５
年
度
船
舶
交
通
安
全
基
盤
整
備
事
業
概
算

要
求

　

概
算
要
求
の
基
本
方
針

　

令
和
５
年
度
船
舶
交
通
安
全
基
盤
整
備
事
業
に
お
け
る
航

路
標
識
等
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
般
の
厳
し
い
予
算
事
情
を

考
慮
し
、「
第
４
次
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」（
平
成
３０
年
４
月
2０
日

交
通
政
策
審
議
会
答
申
）
並
び
に
「
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
」

（
平
成
３０
年
１2
月
１４
日
閣
議
決
定
）
及
び
「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」（
令
和
2
年

１2
月
１１
日
閣
議
決
定
）
を
踏
ま
え
た
施
策
等
、
真
に
必
要
な

事
業
に
重
点
化
す
る
も
の
と
し
て
概
算
要
求
を
行
い
ま
し

た
。 令

和
５
年
度
航
路
標
識
等
整
備
の
概
要
に
つ
い
て

�

海
上
保
安
庁
交
通
部
企
画
課
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Ⅲ
．
お
わ
り
に

　

船
舶
交
通
安
全
基
盤
整
備
事
業
費
に
あ
っ
て
は
、
政
府
全
体

と
し
て
経
済
財
政
政
策
に
つ
い
て
の
改
革
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
引
き
続
き
厳
し
い
予
算
事
情
で
す
。
こ
の
た
め
、
政
府
が

定
め
る
各
種
政
策
・
方
針
の
ほ
か
、
海
上
保
安
庁
が
行
う
海
上

安
全
行
政
の
基
本
的
な
方
向
性
及
び
具
体
的
な
あ
り
方
を
示
す

「
第
５
次
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」（
令
和
５
年
３
月
2８
日
交
通
政
策
審

議
会
答
申
）
に
沿
っ
た
施
策
へ
の
予
算
配
分
を
重
点
化
し
、
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
効
率
的
に
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
航

路
標
識
等
整
備
を
通
じ
、
平
時
・
災
害
時
に
お
け
る
海
上
物
流

を
確
保
し
、
我
が
国
経
済
の
成
長
に
貢
献
す
べ
く
、
必
要
な
予

算
の
確
保
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
、

ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　

２
．
海
上
交
通
基
盤
の
充
実
強
化
（
別
紙
７
参
照
）

　

海
上
交
通
安
全
法
や
港
則
法
に
基
づ
く
航
路
入
航
前
の
通

報
に
つ
い
て
は
、主
に
電
子
メ
ー
ル
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ユ
ー
ザ
ー
側
及
び
当
庁
側
双
方
の
業
務
の
迅
速
化
、
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
ウ
ェ
ブ
で
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

　

３
．
航
路
標
識
の
機
能
維
持

　

船
舶
交
通
の
安
全
を
確
保
し
、
運
航
能
率
の
増
進
を
図
る

役
割
を
担
う
航
路
標
識
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
法
令
に

基
づ
く
点
検
整
備
、
灯
浮
標
の
標
体
及
び
資
機
材
の
定
期
整

備
、
船
舶
通
航
信
号
所
の
空
中
線
回
転
機
構
部
の
定
期
交
換

な
ど
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

４
．
航
路
標
識
等
の
維
持
管
理

　

航
路
標
識
等
を
適
切
に
維
持
管
理
す
る
た
め
、
諸
資
材
の

購
入
、
測
定
器
の
運
搬
、
保
守
業
務
の
民
間
委
託
等
を
行
い

ま
す
。
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『走錨事故等防止対策』 （５か年加速化対策）

平成30年９月、台風の強風等により、油タンカーが関西国際空港連絡橋に衝突し、通行止
めになるなど、人流・物流に甚大な影響が生じたことから、臨海部施設周辺海域、特定港及び
船舶がふくそうする海域等にレーダーや監視カメラを設置し、海域監視体制の強化を図り走錨等
に起因する重大事故を未然に防止するものです。

関西国際空港連絡橋の完全復旧
まで、７か月を要した。

海域監視体制の強化が必要な海域について、レーダー、監視カ
メラを整備していきます。
・臨海部施設周辺海域
・特定港等船舶交通がふくそうする海域

大型タンカーバース その他海上施設発電所

夜間の動静把握も可能

＜監視カメラ＞ ＜レーダー＞

（例）錨を下ろしたまま風に流される船舶の監視

通常

振れ回り（走錨）

走
錨
事
故
等
防
止
対
策

別紙１

関西国際空港連絡橋被害状況

『航路標識の耐災害性強化対策（海水浸入防止対策）』 （５か年加速化対策）

令和元年東日本台風の影響により、沿岸部に設置された灯台が倒壊し、原因を調査したとこ
ろ、亀裂から海水が浸入し、コンクリート内部やアンカーボルトが腐食したものと判明したことから、
航路標識の基礎部や外壁等に海水等が浸入する環境を遮断することによりコンクリートの劣化
及び内部の鉄筋やアンカーボルトの腐食を防ぎ航路標識の倒壊を防止するものです。

〇 FRP灯台（基礎部のステンレスアンカーボルト等の腐食が著しい場合）

亀裂部の補修を行い、海水や雨水の浸入を遮断する。

令和元年東日本台風の影響に
より、灯台が倒壊しました。

台風通過後

倒壊前

倒壊後

海
水
浸
入
防
止
対
策

FRP灯塔を一時撤去し、
基礎部を新設する。

FRP灯塔を再設置する。

〇 コンクリート製灯台（灯塔や基礎部に亀裂が生じている場合）

別紙２
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『航路標識の耐災害性強化対策（電源喪失対策））』 （５か年加速化対策）

令和元年房総半島台風や令和２年の台風の影響により長期停電が発生し、主要な灯台や
船舶通航信号所が運用不能となったことを踏まえ、予備電源の整備又は主電源の太陽電池化
による電源喪失対策を講じることで、長期停電による航路標識の消灯等の未然に防止し、航路
標識の安定運用を図るものです。

老朽化発電機の換装 蓄電池の増設

太陽電池化

航路標識の安定運用のための予備電源などの整
備を行うものです。

対策を講じる主な航路標識

○沿岸灯台○船舶通航信号所等
全国の沿岸灯台のうち変針
点にある電源喪失対策が必
要な箇所

レーダー・AISなど海上交
通センターに必要な情報収
集装置が設置された箇所

対策内容

別紙３

『航路標識の耐災害性強化対策（監視体制強化対策）』（５か年加速化対策）

令和元年房総半島台風や令和２年の台風の影響により、浮標等が流出し航路障害物と
なるなど海上交通の安全に支障が生じたことから、航路標識の事故・障害に起因する二次被害
（船舶海難）を引き起こすことが無いよう、航路標識の状態（消灯、移動、流失等）を的確
に把握するための監視装置を整備し、自然災害時等における情報提供体制を強化するもので
す。

航路標識障害時の懸念
台風等の影響により、浮標等が消灯、
移動、流出することで、航路障害物となり、
付近通航船の海難を引き起こす可能性が
あります。

監視装置の設置、情報提供迅速化

クラウド監視装置を航路標識に取付け、
航路標識に異常が発生した場合等、クラ
ウドサービスを通じ、管区本部や保安部に
通知します。

別紙４
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『航路標識の耐災害性強化対策（信頼性向上対策）』（５か年加速化対策）

令和元年房総半島台風や令和２年の台風の影響により、航路標識の消灯事故等が多発
したことを踏まえ、航路標識に使用している機器等について、災害等における安定運用が可能
な機器等への換装を実施するものです。

光源のLED化等整備

台風などの自然災害時における機器等の信
頼性を向上させるため、高輝度LEDを活用し
た機器、耐波浪型LED灯器、無保守型蓄電
池などの整備により、機器等の強靱化を図るも
のです。

水銀槽の解消

大型灯台用レンズは重さが数トンあるため、
水銀槽に浮かべることで回転抵抗を軽減して
いますが、地震による水銀槽の損傷や、水銀
漏出に備えるため、特殊車輪機構に換装する
ものです。

▲▲耐耐波波浪浪型型LLEEDD灯灯器器

別紙５

『航路標識の老朽化等対策』 （５か年加速化対策）

航路標識の長寿命化のための整備を着実に実施し、老朽化に起因する倒壊・損壊の防止及
び長期にわたる安定的な運用を図るものです。

老朽化等対策工事（イメージ）

小規模修繕（部分修繕/防水、タイル修繕等）劣化を早期発見

インフラの機能が長期にわたって安定的に発揮されるよう、ライフサイクルコストを意識した修繕を適時に実施

別紙６
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『海上交通基盤の充実強化』

海上交通安全法や港則法に基づく航路入航前の通報については、主に電子メールで行われ
ていますが、ユーザー側及び当庁側双方の業務の効率化、利便性向上を図るため、ウェブで通
報することができるシステムの整備に着手するものです。

別紙７

Before（1通報あたり約20分） After（1通報当たり約5分）

人的
作業

【現状】 【電子化後】

電子通報
(Web)

【海上保安庁】※受付担当者
・Webによる通報内容は自動的
に管制計画に反映されるため、
職員による入力が不要
・空き時間を選んで通報されるこ
とから、時刻の調整作業が不要

自動

航路管制業務
システム

【通報者】
・通報時点では希望の入航時刻
の空き状況が不明
・通報の結果がすぐには分からない

【海上保安庁】※受付担当者
・通報内容を航路管制業務シス
テムに入力し、管制計画を策定
・通報された入航時刻が他船と
重なる場合等には通報者と時刻
を調整

通報
(メール・電話等)

【通報者】
・Web上で空き時間を確認して
通報することが可能
・通報の結果が即時に得られる

航路管制業務
システム

Ⅰ Ⅱ

Ⅲ
通報結果 通報結果

Ⅰ Ⅱ

Ⅱ

航
路
通
報
の
電
子
化

頁

正

誤

1
（
表
紙
タ
イ
ト
ル
）
佐
田
岬
灯
台

佐
多
岬
灯
台

訂
正
と
お
詫
び

　

令
和
５
年
５
月
号
に
、
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
次
の

と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

訂　

正

×　　　　　×　　　　　×　　　　　×　　　　　×　　　　　×
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３
月
１２
日
、
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
が
兵
庫
県
の
淡
路

市
か
ら
神
戸
市
中
央
区
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
無
事
移
転
し

ま
し
た
。
同
月
２３
日
に
は
開
所
式
を
行
い
、
新
し
い
庁
舎
の
愛

称
「
マ
リ
ン
タ
ク
ト
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
を
命
名
し
た
田た

中な
か

靖や
す
し

様
（
神

戸
市
在
住
、
会
社
員
）
を
お
招
き
し
、
本
部
長
の
感
謝
状
贈
呈

式
、
一
日
セ
ン
タ
ー
所
長
任
命
式
の
ほ
か
、
施
設
視
察
や
海
上

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

︿
移
転
の
背
景
・
経
緯
﹀

　

五
管
区
海
上
保
安
本
部
で
は
、
平
成
３０
年
９
月
台
風
２１
号
の

影
響
に
よ
り
、
関
西
国
際
空
港
周
辺
海
域
に
錨
泊
し
て
い
た
船

舶
が
走
錨
し
、
同
空
港
連
絡
橋
に
衝
突
す
る
な
ど
、
近
年
、
大

型
の
台
風
を
は
じ
め
と
し

た
異
常
気
象
の
頻
発
・
激

甚
化
に
伴
い
、
船
舶
交
通

の
安
全
や
臨
海
部
に
お
け

る
施
設
の
機
能
が
阻
害
さ

れ
、
人
流
・
物
流
に
甚
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な

事
故
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
を
受
け
、
同
空
港
周
辺

海
域
を
含
む
大
阪
湾
北
部

海
域
に
お
い
て
、
荒
天
時

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
移
転
、
開
所
式
等
を
行
い
ま
し
た
！

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
移
転
、
開
所
式
等
を
行
い
ま
し
た
！

�

第
五
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
企
画
課

記念撮影

感謝状贈呈式

施設視察
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の
走
錨
等
に
起
因
す
る
事
故
の
再
発
防
止
の
ほ
か
、
海
域
の
監

視
・
情
報
提
供
体
制
を
強
化
す
る
な
ど
、
安
全
対
策
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
の
移
転

も
こ
の
一
環
で
あ
り
、レ
ー
ダ
ー
や
高
機
能
カ
メ
ラ
を
新
た
に
整

備
す
る
な
ど
、
大
阪
湾
北
部
海
域
の
海
上
交
通
の
安
全
を
支
え

る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

︿
開
所
式
﹀

　

開
所
式
で
は
、
服
部
真
樹
本
部
長
と
田
中
一
幸
所
長
が
除
幕

式
を
行
い
、
続
い
て
本
部
長
が
セ
ン
タ
ー
職
員
を
前
に
こ
れ
ま

で
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
船
舶

交
通
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訓
示

し
ま
し
た
。

︿
感
謝
状
贈
呈
式
等
／�

�

愛
称「
マ
リ
ン
タ
ク
ト
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」﹀

　

セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
先
立
ち
、
広
く
国
民
の
皆
様
に
海
上
保

安
庁
の
業
務
を
知
っ
て
頂
く
と
と
も
に
、
地
元
に
長
く
愛
さ
れ

る
施
設
を
目
指
す
と
い
う
趣
旨
で
、
新
庁
舎
の
愛
称
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
数
多
く
の
御
応
募
の
中
か
ら
地
元
に
密
着
し
た
愛

称
選
考
委
員
会
に
よ
り
最
終
的
に「
マ
リ
ン
タ
ク
ト
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」

と
い
う
愛
称
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
愛
称
に
は
、
海

上
交
通
セ
ン
タ
ー
が
船

を
正
し
く
導
く
様
子
を

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
指
揮

者
が
タ
ク
ト
を
振
る
姿

に
な
ぞ
ら
え
、“
航
路

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
”
を
奏

で
続
け
る
こ
と
を
願
う

作
者
の
想
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

名
付
け
親
で
あ
る
田

本部長訓示

除幕式
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︿
終
わ
り
に
﹀

　
「
マ
リ
ン
タ
ク
ト
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」

と
い
う
愛
称
に
込
め
ら
れ
た
想

い
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
所
長
を
筆
頭
に
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
正
し
く
タ
ク
ト
を
振

り
、
海
上
交
通
の
安
全
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
大
き
な
責
任
と
緊
張
を
伴
う

仕
事
で
す
が
、
そ
の
分
や
り
が

い
を
感
じ
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

新
し
い
機
器
を
活
用
し
て
細
や

か
で
丁
寧
か
つ
、
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
情
報
提
供
を
心
掛
け
て
い

き
ま
す
。」
と
話
す
菊
妻
み
な

み
管
制
官
。

中
靖
様
に
は
、
開
所
式
に
併
せ
服

部
本
部
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し

た
ほ
か
、
一
日
セ
ン
タ
ー
所
長
と

し
て
施
設
視
察
や
海
上
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

︿
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

新
庁
舎
﹀

　

新
し
い
庁
舎
は
３
階
建
て
で
延

べ
床
面
積
は
約
１
，８
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
、
運
用
管
制
室
は
最
上

階
に
あ
り
、
約
３
６
０
平
方
メ
ー

ト
ル
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
で
、
壁
面
に

は
縦
１
・
４
メ
ー
ト
ル
×
横
３
・
６

メ
ー
ト
ル
の
多
画
面
装
置
、
更
に

そ
の
左
右
に
は
そ
れ
ぞ
れ
１０
面
の

モ
ニ
タ
ー
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
全
て
の
管
制
卓
の

モ
ニ
タ
ー
を
こ
の
壁
面
モ
ニ
タ
ー

に
映
し
出
す
こ
と
が
で
き
、
緊
急

時
の
状
況
を
即
時
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新庁舎全景菊妻管制官
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三
重
県
鳥
羽
市
の
離
島
に
あ
る
菅
島
灯
台
は
、
明
治
６
年
７

月
1
日
の
初
点
灯
か
ら
本
年
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
歴
史
あ
る

灯
台
で
あ
り
、
現
存
す
る
最
も
古
い
煉
瓦
造
り
の
灯
台
で
国
内

の
煉
瓦
造
建
築
物
と
し
て
も
最
古
級
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
化

庁
に
そ
の
貴
重
さ
を
認
め
ら
れ
、
令
和
４
年
９
月
２０
日
に
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
灯
台
の
建
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
煉
瓦
に
つ
い
て

は
、
地
元
菅
島
以
外
で
は
製
造
者
が
「
山
千
」
の
刻
印
で
知
ら

れ
て
い
る
現
在
の
志
摩
市
渡
鹿
野
島
出
身
の
竹
内
仙
太
郎
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

竹
内
仙
太
郎
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
残
る
資
料
が
あ
り
、

日
本
の
灯
台
の
父
で
あ
る
Ｒ
・
Ｈ
・
ブ
ラ
ン
ト
ン
か
ら
煉
瓦
製

造
の
技
術
指
導
を
受
け
て
、
安
乗
埼
灯
台
官
舎
や
菅
島
灯
台
の

煉
瓦
を
製
造
し
た
職
人
で
あ
る
と
と
も
に
、
Ｒ
・
Ｈ
・
ブ
ラ
ン

ト
ン
が
日
本
で
最
後
に
手
掛
け
た
角
島
灯
台
の
煉
瓦
を
製
造
す

る
た
め
に
、
工
部
省
燈
台
寮
の
依
頼
に
よ
り
招
聘
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

当
時
の
辞
令
に
つ
い
て
は
、
三
重
県
志
摩
市
渡
鹿
野
島
の
生

家
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
大
阪
工
業
大
学
助
教
授
の
堀
口
甚
吉

氏
が
昭
和
３６
年
に
「
明
治
五
年
に
建
築
さ
れ
た
三
重
県
安
乗
埼

燈
台
官
舎
に
用
い
ら
れ
た
煉
瓦
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
日
本
建

築
学
会
の
大
会
に
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

で
は
、
地
元
の
菅
島
で
は
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の

か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

２
０
１
７
年
の
朝
日
新
聞
の
記
事
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
「
島
っ
子
の
意
外
な
一
言
」
と
題
し
、

　
「
三
重
県
鳥
羽
市
の
菅
島
灯
台
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
納
め

る
菅
島
小
学
校
の
児
童
た
ち
が
、
卒
業
式
を
終
え
て
や
っ
て
き

た
。「
島
っ
子
ガ
イ
ド
」
を
す
る
と
き
、
観
光
客
に
灯
台
を
ど

う
説
明
し
て
い
る
の
か
実
演
し
て
も
ら
っ
た
。「
ブ
ラ
ン
ト
ン

は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
煉
瓦
を
輸
入
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
許
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
、
志
摩
地
方
を
調
査
し
て
現
在
の
志
摩
市
阿
児

町
神
明
の
土
で
煉
瓦
造
り
に
成
功
し
、
神
明
で
瓦
製
造
業
を
し

て
い
た
山
崎
さ
ん
に
造
り
方
を
教
え
て
造
ら
せ
た
そ
う
で
す
」

　　
  

菅
島
灯
台

菅
島
灯
台
１
５
０

１
５
０
年
目
年
目
のの
奇
跡
奇
跡
～～  

幻
の
煉
瓦
職
人
は
実
在
し
た

幻
の
煉
瓦
職
人
は
実
在
し
た  

～～

��

鳥
羽
海
上
保
安
部

鳥
羽
海
上
保
安
部



—  1２  —

Ｍ
さ
ん
（
１２
）
が
暗
記
し
て
い
る
説
明
は
こ
う
だ
っ
た
。「
山

崎
さ
ん
じ
ゃ
な
く
て
竹
内
仙
太
郎
じ
ゃ
な
い
の
」
と
私
が
尋
ね

る
と
Ｍ
さ
ん
は
「
い
え
、
山
崎
さ
ん
で
す
」
と
不
思
議
そ
う
に

し
て
い
る
。「
島
っ
子
ガ
イ
ド
」
顧
問
の
Ｈ
さ
ん
（
４８
）
が
、

島
の
文
献
に
「
山
﨑
某
」
と
書
か
れ
て
い
た
の
を
参
考
に
し
た

と
話
し
て
く
れ
た
。
そ
の
文
献
は
１
９
７
９
年
に
発
行
さ
れ
た

「
ふ
る
さ
と
菅
島
」
と
い
う
郷
土
史
の
本
だ
っ
た
。」　

　

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
島
っ
子
ガ
イ
ド
」
は
、
菅
島
の
歴
史
や
名
所
を
紹
介
す
る

菅
島
小
学
校
の
児
童
で
、
古
く
か
ら
鳥
羽
海
上
保
安
部
と
交
流

が
あ
り
、
昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
も
菅
島
灯
台
の
特
別
公
開

や
当
保
安
部
の
出
前
授
業
な
ど
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
史
「
ふ
る
さ
と
菅
島
」
は
、
鳥
羽
市
菅
島
町
が

志
摩
国
郷
土
史
、
阿
児
町
史
、
志
摩
の
民
俗
な
ど
の
文
献
か
ら

菅
島
に
関
係
す
る
内
容
を
編
集
し
た
も
の
で
す
。　

　

昭
和
５４
年
に
発
行
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
菅
島
」（
鳥
羽
市
菅

島
町
）
の
「
洋
式
灯
台
の
完
成
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。　

　
「
菅
島
灯
台
が
初
め
て
点
灯
さ
れ
た
の
は
完
成
の
年
（
西
暦

１
８
７
３
年
、
和
暦
明
治
６
年
）
７
月
１
日
で
あ
る
。
洋
式
の

灯
台
と
し
て
立
派
に
完
成
し
た
が
、
灯
台
建
築
に
は
当
時
の
我

国
の
建
設
資
材
と
い
え
ば
木
材
ぐ
ら
い
で
、
建
設
資
材
の
大
半

灯台（懐しの官舎）

菅島燈台、職員官舎は昭和39
年 8 月明治村に移築された
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保
安
本
部
監
修
、
菅
島
灯
台
八
十
五
周
年
記
念
式
典
協
賛
会
刊

行
）
に
は
、「
当
時
我
が
国
に
は
建
設
資
材
の
大
半
を
占
め
る

煉
瓦
が
な
く
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
は
英
国
よ
り
輸
入
せ
ん
こ
と
を
上

申
し
た
が
政
府
は
之
を
許
さ
ず
志
摩
地
方
で
造
る
こ
と
を
命
じ

た
。
ブ
ラ
ン
ト
ン
は
止
む
な
く
付
近
一
帯
を
調
査
し
、
現
在
の

阿
児
町
神
明
の
土
質
が
之
に
適
し
て
い
る
の
を
知
り
試
作
し
た

処
成
功
し
た
の
で
、
同
部
落
で
瓦
製
造
業
を
営
む
山
崎
某
に
そ

の
製
法
を
教
え
之
を
使
用
し
た
。
ま
た
、
渡
鹿
野
に
も
良
質
の

土
が
あ
り
、
煉
瓦
と
し
て
之
も
使
用
し
た
。」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

昭
和
３３
年
当
時
は
、
現
在
と
は
逆
で
「
神
明
部
落
の
山
崎
」

ま
で
は
判
っ
て
い
る
が
、「
渡
鹿
野
島
」
は
誰
だ
か
判
ら
な
い

と
読
み
取
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
当
時
の
航
路
標
識
事
務
所
長
（
旧
灯
台
長
）

に
は
、
昭
和
３３
年
６
月
ま
で
は
西
村
藤
七
所
長
、
そ
し
て
７
月

か
ら
は
「
灯
台
の
光
よ
永
遠
な
れ
」
の
著
者
で
も
有
名
な
田
中

鉄
繁
所
長
が
昭
和
３５
年
３
月
か
ら
勤
務
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

は
第
四
管
区
海
上
保
安
本
部
が
監
修
さ
れ
た
菅
島
灯
台
の
出
版

内
容
に
、私
共
と
し
て
は
意
見
を
は
さ
む
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
最
後
の
く
だ
り
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
「
菅
島
灯
台
八
十
五
年
の
長
い
歴
史
に
よ
っ
て
つ
ち
か
わ
れ

を
占
め
て
い
る
の
は
レ
ン
ガ
で
あ
り
、
日
本
に
は
レ
ン
ガ
が
な

く
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
は
必
要
な
レ
ン
ガ
を
イ
ギ
リ
ス
よ
り
輸
入
す

る
よ
う
上
申
し
た
が
、
政
府
は
許
さ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
政

府
は
志
摩
地
方
で
製
造
す
る
こ
と
を
命
令
し
た
。
さ
っ
そ
く
ブ

ラ
ン
ト
ン
は
、
志
摩
地
方
全
域
に
わ
た
っ
て
調
査
し
、
志
摩
郡

阿
児
町
神
明
の
土
が
も
っ
と
も
適
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

試
作
を
行
っ
た
結
果
成
功
し
た
の
で
、
瓦
屋
職
人
山
崎
某
に
そ

の
製
法
を
教
え
、
煉
瓦
を
製
造
さ
せ
た
。
ま
た
、
渡
鹿
野
に
も

良
質
の
土
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
土
も
使
用
し
た
。」

　

こ
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
「
瓦
屋
職
人
山
崎
某
」
は
、
あ
ま

り
多
く
の
方
に
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
素
性
は
長
い
間
謎

と
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

本
当
に
山
崎
某
は
、
実
在
し
て
灯
台
煉
瓦
を
製
造
し
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
？　

　

ま
ず
は
、
灯
台
史
の
定
番
で
あ
る
昭
和
４４
年
発
行
の
「
日
本

灯
台
史
」
に
は
、
明
治
６
年
完
成
の
欄
に
安
乗
埼
灯
台
及
び
菅

島
灯
台
が
記
さ
れ
て
お
り
、
菅
島
灯
台
に
つ
い
て
は
「
煉
瓦
」

項
に
記
載
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
レ
ン
ガ
造
燈
台
で
な
お
現
存

す
る
主
な
燈
台
」
の
項
に
は
、
残
念
な
が
ら
記
載
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
３３
年
に
菅
島
灯
台
８５
周
年
記
念
に
鳥
羽
市
が
発

行
し
た
「
菅
島
灯
台
八
十
五
年
の
あ
ゆ
み
」（
第
四
管
区
海
上
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先
ず
手
元
の
灯
台
説
明
資
料
の
整
理
か
ら
始
め
、
当
保
安
部

の
対
外
的
な
菅
島
灯
台
の
説
明
資
料
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
驚
く

こ
と
に
平
成
２６
年
ま
で
「
竹
内
仙
太
郎
」
の
名
前
は
一
切
見
当

た
ら
ず
、「
山
崎
某
」
の
名
前
し
か
記
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

竹
内
仙
太
郎
の
名
前
が
登
場
し
た
の
は
、
平
成
２７
年
か
ら
で

次
の
と
お
り
山
崎
某
と
併
記
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
「
ブ
ラ
ン
ト
ン
は
、
煉
瓦
を
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
し
よ
う
と

政
府
に
申
請
し
ま
し
た
が
、
明
治
政
府
は
こ
れ
を
許
さ
ず
、

志
摩
地
方
で
製
造
す
る
こ
と
を
命
じ
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
は
や
む

な
く
志
摩
地
方
全
域
を
調
査
し
、
志
摩
市
阿
児
町
神
明
の
土

が
最
も
適
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
試
作
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

レ
ン
ガ
製
造
に
成
功
し
た
の
で
、
瓦
屋
職
人
の
山
崎
某
に
そ

の
製
造
法
を
教
え
、
レ
ン
ガ
を
製
造
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

志
摩
市
的
矢
湾
の
渡
鹿
野
島
に
も
良
質
の
土
が
見
つ
か
り
、

そ
の
土
も
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
渡
鹿
野
島
の
レ
ン
ガ
は
瓦
屋

竹
内
仙
太
郎
に
よ
っ
て
焼
か
れ
、
そ
の
レ
ン
ガ
に
は
山
に
千

と
い
う
文
字
が
見
え
ま
す
。」

　

こ
の
追
記
は
、
当
時
、
都
市
環
境
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
習
会

で
「
現
存
す
る
日
本
最
古
の
レ
ン
ガ
造
り
灯
台
（
菅
島
灯
台
）」

の
視
察
用
に
作
成
さ
れ
た
対
外
的
な
説
明
資
料
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
間
、
幾
度
と
な
く
「
燈
光
」、「
明
治
期
灯
台

た
精
神
は
、
今
や
鳥
羽
航
路
標
識
事
務
所
職
員
に
引
継
が
れ
、

灯
台
業
務
執
行
に
当
り
確
固
た
る
信
念
と
な
っ
て
い
る
。
～
中

略
～

　

西
村
所
長
は
、
奇
し
く
も
菅
島
の
出
身
で
、
灯
台
生
活
三
十

数
年
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
が
八
十
五
年
祭
を
そ
の
灯
台
の
長
と

し
て
迎
え
た
こ
と
は
、
感
無
量
な
も
の
が
あ
ろ
う
。
八
十
五
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
初

点
灯
以
来
こ
の
島
に
在

勤
し
た
多
く
の
職
員
に

対
し
心
か
ら
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
あ
る
」

　

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
事

実
で
あ
り
、
地
元
出
身

の
西
村
所
長
と
の
巡
り

会
わ
せ
に
本
書
へ
の
熱

い
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。

　

私
達
は
、
そ
の
思
い

に
感
動
し
、
山
崎
某
を

捜
さ
な
け
れ
ば
と
思
い

立
っ
た
次
第
で
す
。
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の
保
存
調
査
記
録
」、「
本
庁
灯
台
部
の
発
表
資
料
」
等
に
て
竹

内
仙
太
郎
が
菅
島
灯
台
の
煉
瓦
を
製
造
し
た
と
公
表
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
頑
な
迄
も
「
山
崎
某
」
と
言
う
謎
の
人
物
で

押
し
通
し
て
い
た
の
は
、
何
故
で
し
ょ
う
か
？

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
最
初
は
な
か
な
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、多
く
の
部
内
資
料
や
文
献
な
ど
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、

諸
先
輩
や
地
元
郷
土
史
家
の
確
固
た
る
思
い
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
渡
鹿
野
島
の
竹
内
仙
太
郎
に
つ
い
て
は
、
現
存

す
る
多
く
の
煉
瓦
に
「
山
千
」
の
刻
印
が
多
く
残
さ
れ
て
い
て
、

堀
口
甚
吉
氏
の
渡
鹿
野
島
調
査
に
て
「
山
千
」
の
刻
印
煉
瓦
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
工
部
省
燈
台
寮
が
竹
内
仙
太
郎
を
角
島
灯

台
に
招
聘
し
た
際
の
辞
令
も
発
見
さ
れ
て
い
た
事
実
と
上
野
公

園
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
竹
内
仙
太
郎
が

製
造
し
た
煉
瓦
が
出
品
さ
れ
て
い
た
と
の
記
録
等
も
残
さ
れ
て

い
る
の
に
、
な
ぜ
、
山
崎
某
に
は
何
も
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
山
崎
某
に
関
し
て
は
、
煉
瓦
に
関
す
る
公

的
な
記
録
書
を
未
だ
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
、
今
回
の

判
明
に
至
っ
た
運
命
的
な
出
会
い
か
ら
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

明治政府から竹内仙太郎に宛てられた角島灯台建
築の令状

菅島灯台のレンガ

※�灯台の丸みに応じ、微妙に縦横の大
きさが違うレンガ

菅島灯台のレンガ寸法

重量 ２ kg

２30mm

１00 １１
0

55
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の
を
感
じ
、
す
ぐ
さ
ま
、
椎
木
さ
ん
の
紹
介
で
伊
藤
さ
ん
宅
を

訪
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
は
、
伊
勢
志
摩
地
方
の
和
式
灯
台
の
歴
史
に
詳
し
い

郷
土
史
家
の
江
崎
満
さ
ん
も
加
わ
っ
て
３
名
で
の
訪
問
と
な
り

ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
の
お
話
で
は
、
昔
は
当
保
安
部
と
も
お
付
合
い
が

あ
り
、
若
手
職
員
の
下
宿
先
な
ど
を
紹
介
し
た
り
、
旧
鳥
羽
航

路
標
識
事
務
所
の
中
川
所
長
と
も
親
し
い
間
柄
だ
っ
た
そ
う

で
、
灯
台
関
係
の
資
料
提
供
な
ど
も
協
力
し
て
貰
っ
た
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

以
下
、
伊
藤
さ
ん
の
「
菅
島
灯
台
レ
ン
ガ
製
造
と
瓦
屋
山
崎

の
調
査
日
記
」
の
「
神
明
調
査
」
か
ら
の
抜
粋
で
す
。

　
「
神
明
に
行
っ
て
「
瓦
屋
を
し
て
い
た
山
崎
さ
ん
は
ど
こ
の

家
で
す
か
」
と
尋
ね
る
が
、
村
中
は
山
崎
姓
だ
ら
け
、
朝
弁
当

を
持
っ
て
仕
事
に
出
か
け
る
と
い
え
ば
「
瓦
を
焼
き
に
」
と
言

う
く
ら
い
瓦
屋
も
多
く
あ
っ
た
く
ら
い
で
特
定
で
き
な
い
。
途

方
に
暮
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
思
い
出
し
た
の
が
、
昭
和

50
年
代
の
頃
短
歌
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
山
崎
長
平
氏
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
時
彼
が
詠
ん
だ
短
歌
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
あ
り
、
そ
れ
に
は
レ
ン
ガ
を
詠
ん
だ
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
数
十
年
前
（
当
時
）
真
珠
業
を
し
て
い
た
山
崎
長
平
氏

が
先
祖
か
ら
聞
い
た
当
時
を
偲
び
、
瓦
屋
を
職
業
と
し
て
焼
い

き
ま
す
。

　

赴
任
し
て
早
々
の
昨
年
４
月
に
一
念
発
起
し
た
の
は
良
い
の

で
す
が
、
当
初
は
部
内
資
料
や
地
元
郷
土
史
を
調
べ
る
も
出
口

の
無
い
迷
路
に
入
り
込
む
ば
か
り
で
、明
る
い
兆
し
は
見
え
ず
、

「
山
千
」
の
刻
印
は
山
崎
某
の
「
山
」
と
竹
内
仙
太
郎
の
「
千
」

の
合
作
で
は
な
い
か
と
の
妄
想
に
駆
ら
れ
る
日
も
あ
り
、
抜
け

道
に
向
か
っ
て
足
掻
く
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
初
夏
の
あ
る
日
、
菅
島
灯
台
の
重
要
文
化
財
指
定
記

念
展
示
会
を
開
催
し
て
い
た
鳥
羽
市
立
図
書
館
か
ら
、
一
本
の

電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

内
容
は
、「
鳥
羽
市
内
の
椎
木
さ
ん
と
言
う
方
か
ら
、
菅
島

灯
台
の
資
料
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
現
在
展
示
し
て
い
る

資
料
と
一
緒
に
展
示
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
言
う
も
の
で
し

た
。

　

地
元
か
ら
の
協
力
に
喜
び
と
期
待
を
感
じ
な
が
ら
連
絡
し
た

と
こ
ろ
、
椎
木
さ
ん
は
鳥
羽
市
の
「
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
」
に
所

属
す
る
鳥
羽
郷
土
史
会
の
方
で
、
展
示
物
は
「
滋
賀
県
が
発
効

し
た
菅
島
灯
台
の
点
灯
予
告
」
と
判
り
ま
し
た
。

　

早
速
、
椎
木
さ
ん
に
会
っ
て
菅
島
灯
台
の
歴
史
な
ど
に
つ
い

て
語
り
合
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
過
去
に
菅
島
灯
台
の
煉
瓦
に
つ

い
て
、
郷
土
史
会
で
調
査
報
告
書
を
発
表
さ
れ
た
伊
藤
正
さ
ん

（
９４
才
）
の
話
が
で
た
瞬
間
、
何
と
も
言
え
な
い
運
命
的
な
も
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御
願
い
し
た
。

　
　
　
「
岬
の
灯　
　

山
崎
長
平
」

赤
埴
の
も
ろ
き
岬
の
き
り
ざ
し
に
崩
れ
つ
つ
ゆ
か
む

灯
台
の
跡

退
り
つ
つ
灯
台
み
た
び
建
て
し
と
ふ
浸
食
は
げ
し
安

乗
岬
は

祖
父
よ
り
か
か
は
り
あ
る
と
口
伝
て
の
灯
台
の
跡
今

日
は
尋
ね
つ

み
祖
ら
の
焼
き
し
煉
瓦
か
二
つ
三
つ
灯
台
跡
の
窪
に

痩
け
ゐ
る

校
庭
の
金
網
越
し
に
丈
ひ
く
く
灯
台
は
立
つ
付
属
の

ご
と
く

　
「
み
祖
ら
の
焼
き
し
煉
瓦
か
二
つ
三
つ
灯
台
の
跡
の
窪
に
痩

け
い
る
」

　

こ
の
短
歌
は
安
乗
埼
灯
台
で
あ
る
が
、
建
設
時
代
は
重
な
り

安
乗
埼
灯
台
の
官
舎
に
レ
ン
ガ
を
使
っ
て
い
る
。
一
連
の
調
査

内
容
を
六
郷
氏
に
報
告
し
た
が
、
そ
の
後
山
崎
長
平
氏
の
仏
壇

た
灯
台
レ
ン
ガ
が
岬
の
崖
に
波
し
ぶ
き
受
け
て
い
る
淋
し
い
短

歌
を
彼
の
作
品
と
し
て
5
首
ほ
ど
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
が
明
治
十
四
年
に
開
催
さ
れ
た
。

そ
れ
に
は
神
明
の
瓦
職
人
山
崎
清
十
郎
は
唐
草
瓦
、
竹
内
仙
太

郎
（
的
矢
）
が
レ
ン
ガ
を
出
品
し
て
い
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て

い
る
。
～
山
崎
清
十
郎
は
レ
ン
ガ
は
出
品
し
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
ま
た
問
題
に
突
き
当
た
る
。」

　

そ
し
て
、「
平
成
２５
年
再
調
査
」
に
は
、

　
「
あ
れ
以
来
数
十
年
は
経
過
し
て
い
る
、
も
う
少
し
早
く
宿

題
事
項
を
解
決
し
て
お
け
ば
と
後
悔
の
念
は
去
ら
ず
思
い
当
た

る
所
へ
と
再
訪
し
た
。
短
歌
の
主
、
山
崎
氏
の
名
前
を
思
い
出

せ
な
い
。
以
前
訪
れ
た
家
の
場
所
は
全
く
変
わ
っ
て
い
た
。
大

き
な
木
造
の
家
並
み
は
新
型
建
築
に
な
っ
て
お
り
、
屋
敷
辺
り

生
え
て
い
た
樹
木
は
無
く
な
り
保
育
所
や
公
共
の
建
物
と
な
っ

て
い
て
、
ま
た
何
処
へ
行
っ
て
も
同
姓
の
多
い
の
に
は
困
り
は

て
た
。
で
も
、
尋
ね
て
い
る
間
み
ん
な
親
切
な
方
ば
か
り
で
や

っ
と
の
所
で
捜
し
当
て
た
。
以
前
お
話
を
聞
い
た
山
崎
長
平
氏

は
９６
才
、
と
て
も
お
元
気
そ
う
で
耳
は
少
し
難
聴
気
味
だ
が
庭

の
草
む
し
り
を
し
て
い
た
。
話
は
通
じ
、
短
歌
の
主
に
や
っ
と

会
え
て
嬉
し
か
っ
た
。
話
し
て
い
る
間
に
勤
め
か
ら
帰
っ
た
長

男
の
克
彦
氏
に
、
か
っ
て
長
平
氏
が
詠
ん
だ
短
歌
を
入
手
し
た

く
伺
っ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
た
。
そ
し
て
探
し
て
も
ら
う
よ
う
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古
書
や
記
録
を
保
存
し
て
い
た
役
所
や
漁
協
な
ど
は
、
昭
和
２９

年
の
火
事
で
全
て
焼
失
し
て
し
ま
い
、
調
査
で
き
る
戸
籍
、
古

文
書
な
ど
の
資
料
が
殆
ど
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
う
え
、
古
民

家
も
代
替
わ
り
と
と
も
に
新
築
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
竹
内
仙
太

郎
の
よ
う
に
煉
瓦
に
関
す
る
公
的
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

参
考
ま
で
に
、
当
時
の
渡
鹿
野
島
の
瓦
屋
は
４
軒
、
竹
内
仙

太
郎
の
屋
号
は
「
瓦
屋
」
で
し
た
。

　

当
時
の
状
況
か
ら
、
渡
鹿
野
島
は
神
明
地
区
に
比
べ
て
煉
瓦

を
焼
成
し
た
職
人
を
特
定
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
山
﨑
清
十
郎
は
弘
化
３
年
（
１
８
４
６
年
）
生
ま

れ
、竹
内
仙
太
郎
よ
り
２３
歳
年
下
で
、明
治
２６
年
３
月
1６
日
（
１

８
９
３
年
）
に
４８
歳
の
若
さ
で
他
界
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
内
仙
太
郎
（
享
年
７４
歳
）
に
比
べ
て
惜
し
い
ほ
ど
短
命
で

あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
、
山
﨑
家
は
長
四
郎
（
明
治
元
年
～
昭
和
２７
年
、
享

年
８４
歳
）、
楠
松
（
明
治
２６
年
～
昭
和
４1
年
、
享
年
７３
歳
）、
長

平
（
大
正
６
年
～
平
成
２６
年
、
享
年
９７
歳
）、
そ
し
て
克
彦
さ

ん
へ
と
代
は
続
い
て
い
ま
す
が
、
職
業
は
瓦
屋
か
ら
海
軍
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
、
真
珠
養
殖
業
な
ど
と
変
遷
し
て
お
り
、
生
家
も
建

替
え
や
増
改
築
な
ど
で
記
録
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

の
位
牌
の
中
か
ら
山
崎
清
十
郎
の
名
が
見
つ
か
っ
た
。
第
二
回

内
国
勧
業
博
覧
会
に
瓦
を
出
品
し
た
清
十
郎
が
長
平
氏
の
二
代

前
の
先
祖
と
考
え
て
間

違
い
な
い
こ
と
と
な
っ

た
。
と
い
う
こ
と
は
、

瓦
だ
け
を
焼
い
て
い
た

の
だ
け
で
は
な
く
レ
ン

ガ
も
焼
い
て
い
た
こ
と

に
な
る
。」

　

こ
の
報
告
を
受
け
て

新
聞
掲
載
し
た
の
が
、

冒
頭
で
紹
介
し
た
「
島

っ
子
ガ
イ
ド
」
の
記
事

を
書
か
れ
た
元
朝
日
新

聞
論
説
委
員
の
六
郷
孝

也
さ
ん
で
す
。

　

当
時
の
神
明
地
区
に

は
数
十
軒
の
半
農
瓦
屋

が
存
在
し
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
山
﨑
性
で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
神
明
地
区
の
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わ
れ
た
際
に
、
工
事
現
場
か
ら
煉
瓦
や
瓦
が
出
土
し
た
と
の
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、道
路
付
近
の
雑
木
林
に
瓦
を
焼
い
て
い
た
窯
跡（
窪

地
）
と
井
戸
が
２
か
所
あ
る
と
の
情
報
が
あ
り
、
雑
木
林
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
瓦
を
焼
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
窪
地
と
周
辺

に
瓦
の
破
片
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
刻
印
な
し
、

煉
瓦
片
と
思
わ
れ
る
小
石
程
度
の
塊
あ
り
）

　

そ
の
周
辺
の
海
底
や
海
岸
に
は
、住
人
の
方
の
証
言
ど
お
り
、

瓦
の
破
片
が
散
在
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
調
査
し
た
海
岸
、
道
路
及
び
雑
木
林

の
土
地
は
、
嘗
て
は
全
て
山
﨑
家
の
土
地
で

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

つ
づ
い
て
、
安
乗
埼
灯
台
に
移
動
し
て
現

地
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
灯
台
敷
地
内
の
２
か

所
か
ら
煉
瓦
や
瓦
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
３
個
の
煉
瓦
に
は
、
竹
内
仙

太
郎
が
焼
成
し
た
煉
瓦
に
四
角
枠
「
し
ま
の

瓦
屋
仙
」
と
大
文
字
の
「
山
千
」
と
小
文
字

の
「
山
千
」
の
刻
印
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
記
３
個
と
は
全
く
形
状
が
異
る

煉
瓦
２
個
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
は
、両
面
に
溝
が
な
く
平
坦
で「
丸

　

令
和
４
年
11
月
に
山
﨑
克
彦
さ
ん
を
訪
ね
た
際
の
お
話
で

は
、
祖
父
の
代
ま
で
先
祖
が
焼
い
た
灯
台
煉
瓦
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
が
、
現
在
は
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

令
和
５
年
２
月
の
再
訪
問
で
は
、
山
﨑
克
彦
さ
ん
の
ご
自
宅

に
て
故
山
﨑
楠
松
の
唐
草
瓦
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
瓦
に
「
丸

丁
」
の
刻
印
が
打
た
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
克
彦
さ
ん
の
ご
紹
介
で
当
時
瓦
を
焼
い
た
可
能
性

の
あ
る
神
明
浦
地
区
の
聞
取
り
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
付
近

住
人
の
方
か
ら
、
護
岸
工
事
と
そ
こ
に
繋
が
る
道
路
工
事
が
行

神明浦の窯跡（山﨑家）

窯跡周辺（瓦の破片が散乱）
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さ
ら
に
、
２
週
間
ほ
ど
前
に
鳥
羽
郷
土
史
会
の
江
崎
さ
ん
か

ら
「
山
千
」
の
刻
印
の
あ
る
瓦
が
見
つ
か
っ
た
と
情
報
提
供
の

あ
っ
た
鳥
羽
市
内
の
「
金
胎
寺
」
に
移
動
し
て
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
境
内
か
ら
「
山
千
」、「
山
十
」
及
び
先
程
、
安
乗
埼
灯
台

で
発
見
し
た
「
丸
一
」
の
刻
印
の
あ
る
各
1
枚
の
瓦
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（「
山
千
」
及
び
「
丸
一
」
の
刻
印
は
、

安
乗
埼
灯
台
に
て
発
見
し
た
煉
瓦
の
刻
印
と
文
字
及
び
大
き
さ

一
」
の
刻
印
が
あ
る

煉
瓦
で
、
も
う
ひ
と

つ
は
他
の
煉
瓦
よ
り

も
溝
が
狭
く
て
深
い

刻
印
な
し
の
煉
瓦
で

す
。

　

発
見
さ
れ
た
場
所

は
、
い
ず
れ
も
古
い

文
献
や
写
真
な
ど
に

記
さ
れ
て
い
た
煉
瓦

造
り
の
旧
官
舎
の
跡

地
や
灯
台
周
り
の
崩

れ
た
斜
面
で
し
た
。

　

ま
だ
、
現
段
階
で

は
ご
披
露
で
き
な
い

の
が
残
念
で
す
が
、

煉
瓦
に
関
す
る
素
晴

ら
し
く
て
貴
重
な
発

見
も
あ
り
ま
し
た
の

で
、
い
つ
の
日
か
ご

報
告
で
き
た
ら
と
思

い
ま
す
。

灯台煉瓦の刻印（ 4種類、安乗埼灯台調査） 形状の違う灯台煉瓦
（安乗埼灯台調査）

安乗埼灯台煉瓦

比較すると表面、溝、色等に違いがみられる

菅島灯台煉瓦
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こ
と
で
し
た
。

　

江
崎
さ
ん
の
ご
説
明
に
よ
る
と
、
当
時
の
陸
路
は
非
常
に
狭

く
て
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
輸
送
に
は
適
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
神
明
浦
～
渡
鹿
野
島
～
鳥
羽
の
海
路
が
輸
送
の
主
流
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

参
考
ま
で
に
、
鳥
羽
藩
は
、
明
治
４
年
に
廃
藩
置
県
で
鳥
羽

県
と
な
っ
て
お
り
、
金
胎
寺
の
瓦
も
こ
の
時
期
の
瓦
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

も
し
か
し
た
ら
、
竹
内
仙
太
郎
と
山
﨑
清
十

郎
は
、
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
共
に
唐
草

瓦
を
出
品
し
て
い
た
よ
う
に
、
共
同
し
て
瓦
を

焼
い
て
金
胎
寺
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

今
回
、
郷
土
史
や
各
種
資
料
と
現
地
調
査
な

ど
か
ら
、
神
明
神
社
付
近
で
瓦
屋
を
し
て
い
た

「
山
﨑
清
十
郎
」
が
「
山
﨑
某
」
で
あ
る
と
判

明
し
た
こ
と
に
私
達
一
同
驚
い
て
い
る
次
第
で

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
状
況
的
な
確
認

し
か
で
き
て
お
ら
ず
、山
﨑
家
の
煉
瓦
の
行
方
、

神
明
浦
釜
跡
の
煉
瓦
（
現
在
、
不
動
産
会
社
の

管
理
地
の
た
め
発
掘
調
査
が
困
難
な
状
況
）
な

が
類
似
し
て
い
ま
し
た
）

　

な
お
、
金
胎
寺
は
、
平
成
７
年
、
１
９
９
５
年
の
火
災
で
本

堂
が
焼
損
し
て
お
り
、
境
内
に
残
さ
れ
て
い
る
瓦
は
そ
の
残
骸

と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
金
胎
寺
は
明
治
元
年
の
全
国
の
寺
社
廃
止
後
、
稲
垣

家
（
鳥
羽
藩
主
）
に
よ
り
「
群
馬
の
金
胎
寺
」
と
「
鳥
羽
の
観

音
院
」
が
合
祀
さ
れ
て
現
在
の
「
慈
眼
山　

金
胎
寺
」
と
な
っ

て
お
り
、
明
治
の
初
め
に
増
改
築
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
の

金胎寺（鳥羽市）

金胎寺の瓦刻印（山千、山十、丸一）
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・ 「
旅
人
、
海
へ
」
朝
日
新
聞
夕
刊
（
平
成
２５
年
）
六
郷
孝
也

・ 「
ふ
る
さ
と
菅
島
」（
昭
和
５４
年
７
月
11
日
）
鳥
羽
市
菅
島
町

・ 「
菅
島
灯
台
八
十
五
年
の
あ
ゆ
み
」（
昭
和
３３
年
４
月
２３
日
）

菅
島
灯
台
八
十
五
周
年
記
念
式
典
協
賛
会
刊
行

ど
、
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
、
今
年
度

計
画
し
て
い
る
菅
島
灯
台
の
重
要
文
化
財
記
念
プ
レ
ー
ト
披
露

式
、安
乗
埼
灯
台
と
菅
島
灯
台
の
１
５
０
周
年
記
念
式
典
な
ど
、

鳥
羽
保
安
部
主
催
の
行
事
が
目
白
押
し
の
状
態
で
ど
こ
ま
で
対

応
で
き
る
の
か
不
安
が
尽
き
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
努
力
し
て

行
け
ば
、
い
つ
か
は
光
明
が
差
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
お
り
ま

す
。

　

私
達
は
、
こ
れ
か
ら
も
郷
里
を
愛
す
る
鳥
羽
郷
土
史
会
の

方
々
と
の
運
命
的
な
出
会
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
共
に
歩
ん
で

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
郷
土
史
、
古
文
書
、
写
真
等
の
資

料
を
ご
提
供
及
び
現
地
調
査
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
伊
藤
正

さ
ん
、
江
崎
満
さ
ん
、
椎
木
眞
夏
さ
ん
、
六
郷
孝
也
さ
ん
及
び

山
﨑
克
彦
さ
ん
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

（
参
考
文
献
）

・ 

渡
鹿
野
郷
土
史
（
平
成
２２
年
11
月
11
日
、
２
０
１
０
年
）
渡

鹿
野
区
発
行

・ 

新
版　

阿
児
町
史（
平
成
1２
年
３
月
1５
日
発
刊
）阿
児
町
発
行

・ 

鳥
羽
郷
土
史
考
「
菅
島
灯
台
レ
ン
ガ
製
造
と
瓦
屋
山
﨑
の
調

査
日
記
」（
平
成
２７
年
）　

伊
藤
正
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鳥
羽
海
上
保
安
部
は
、桜
咲
く
春
晴
れ
の
安
乗
岬
に
お
い
て
、

「
安
乗
埼
灯
台
１
５
０
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
安
乗
埼
灯
台
」
は
、
明
治
６
年
４
月
１
日
に
日
本
の
灯
台

の
父
と
呼
ば
れ
る
Ｒ
・
Ｈ
・
ブ
ラ
ン
ト
ン
に
よ
り
建
設
さ
れ
、

当
時
は
木
造
八
角
形
の
灯
台
で
し
た
が
、
現
在
は
昭
和
23
年
に

建
替
え
ら
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
白
い
四
角
形
の
二
代

目
灯
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

記
念
式
典
は
、
尾
崎
賢
一
・
鳥
羽
海
上
保
安
部
長
の
挨
拶
と

中
村
滋
・
志
摩
市
灯
台
活
用
推
進
協
議
会
会
長
の
ご
祝
辞
で
始

ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
灯
台
煉
瓦
を
焼
成
し
た
地
元
瓦
職
人
の
ご
紹
介
…

　

安
乗
埼
灯
台
の
旧
官
舎
は
、
Ｒ
・
Ｈ
・
ブ
ラ
ン
ト
ン
が
日
本

で
初
め
て
建
設
し
た
煉
瓦
造
の
西
洋
式
官
舎
で
、
そ
こ
に
使
用

さ
れ
た
煉
瓦
は
、
お
二
人
の
地
元
瓦
職
人
が
焼
成
し
た
も
の
だ

「
安
乗
埼
灯
台

「
安
乗
埼
灯
台
１
５
０

１
５
０
周
年
記
念
式
典
」

周
年
記
念
式
典
」
～～
１
５
０

１
５
０
年
目
の
奇
蹟
～

年
目
の
奇
蹟
～

��

鳥
羽
海
上
保
安
部

鳥
羽
海
上
保
安
部

安乗埼灯台

御祝酒の献上

部長挨拶
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と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
煉
瓦
は
、
今
年
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
菅
島
灯
台
に
も

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

煉
瓦
を
焼
成
し
た
瓦
職
人
は
「
山
千
」
で
知
ら
れ
る
渡
鹿
野

島
の
竹
内
仙
太
郎
が
有
名
で
す
が
、
菅
島
灯
台
で
は
、
も
う
一

人
の
瓦
職
人
「
山
﨑
某
」
が
地
元
ガ
イ
ド
に
も
紹
介
さ
れ
る
ほ

ど
有
名
で
す
。

　

鳥
羽
海
上
保
安
部
で
は
、
昨
年
４
月
か
ら
幻
と
さ
れ
て
い
た

「
山
﨑
某
」の
調
査
を
行
い
、鳥
羽
郷
土
史
会
の
ご
協
力
を
得
て
、

１
５
０
年
目
に
し
て
奇
蹟
的
に
そ
の
瓦
職
人
の
氏
名
を
判
明
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
。

　
「
山
﨑
某
」
は
、
本
名
「
山
﨑
清
十
郎
」、
阿
児
町
神
明
村
の

瓦
職
人
で
明
治
１４
年
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会

に
竹
内
仙
太
郎
と
と
も
に
、
唐
草
瓦
を
出
品
し
た
方
で
し
た
。

　

今
回
は
、
玄
孫
の
山
﨑
克
彦
氏
が
式
典
に
出
席
さ
れ
、
保
安

部
か
ら
記
念
品
の
贈
呈
を
受
け
ら
れ
た
あ
と
、
偉
業
を
成
し
た

祖
先
へ
の
感
謝
、
当
庁
や
鳥
羽
郷
土
史
会
へ
の
お
礼
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
で
は
本
年
2
月
の
現
地
調
査
で
発
見
し
た
竹
内

仙
太
郎
の
「
し
ま
の
瓦
屋
、
仙
太
郎
」
の
刻
印
入
り
煉
瓦
の
１

５
０
年
ぶ
り
の
里
帰
り
や
お
祝
い
の
献
酒
な
ど
の
記
念
行
事
を

行
い
、
最
後
は
お
決
ま
り
の
記
念
撮
影
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

閉
会
後
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
読
売
新
聞
、
中
日
新
聞
か
ら
取
材
攻

勢
を
受
け
、
約
４０
分
の
取
材
タ
イ
ム
を
経
て
解
散
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
１
５
０
周
年
記
念
式
典
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
小
規

模
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
が
、
交
通
課
職
員
の
奮
闘
に
よ
り
、

充
実
し
た
内
容
と
な
り
、
万
国
旗
や
紅
白
幕
で
飾
ら
れ
た
安
乗

埼
灯
台
も
、
春
の
暖
か
い
日
差
し
を
受
け
て
微
笑
ん
で
い
る
よ

う
で
し
た
。

集合写真
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前
回
の
御
前
埼
灯
台
（
前
編
）
で
紹
介
し
た
ブ
ラ
ン
ト
ン
の

後
任
の
お
雇
い
外
国
人
技
師
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
ク
リ
ッ
チ
」

（Jam
es　

M
acRitchie 

以
下
、
マ
ク
リ
ッ
チ
）
は
、
日
本
で

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
彼

の
功
績
を
称
え
る
記
念
の
プ
レ
ー
ト
（
図
１
）
が
存
在
す
る
程

そ
の
名
が
歴
史
に
刻
ま
れ
た
優
秀
な
技
師
で
し
た
。

　

マ
ク
リ
ッ
チ
の
情

報
は
今こ

ん

日に
ち

、
ネ
ッ
ト

上
のW

ikipedia

で

も
経
歴
や
多
く
の
功

績
が
確
認
で
き
ま

す
。
ま
た
、
彼
の
記

録
は
英
国
土
木
学
会

の
正
会
員
と
し
て
死

亡
時
に
作
成
さ
れ
た

詳
細
な
経
歴
が
同
会

に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
経
歴
に
、
日
本
に
於
け

る
彼
の
知
ら
れ
ざ
る
功
績
を
交
え
て
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
ク
リ

ッ
チ
の
生
涯
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
８
４
７
年
９
月
2６
日
、
イ
ギ
リ
ス
南
部
の
港
湾
都
市
サ
ウ

サ
ン
プ
ト
ン
に
生
ま
れ
る
。
父
は
Ｐ
＆
Ｏ
汽
船
の
監
督
エ
ン
ジ

ニ
ア
で
し
た
。（
ブ
ラ
ン
ト
ン
は
１
８
４
１
年
イ
ギ
リ
ス
北
部

−

明
治
の
灯
台
の
話
（
番
外
編
）

−

　
　
　

ブ
ラ
ン
ト
ン
後
任
の
お
雇
い
外
国
人
技
師 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
ク
リ
ッ
チ
」

灯 

台 

研 

究 

生

図 1 　 James　MacRitchie Memorial 
Panel（シンガポール ナショ
ナルギャラリー）

図 2 　マクリッチの足跡図
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日
本
で
の
活
躍
は
、
日
本
に
あ
る
記
録
文
書
等
か
ら
見
て
い

き
ま
す
。

　

マ
ク
リ
ッ
チ
の
日
本
へ
の
入
国
記
録
が
、
１
８
７
２
年
３
月

３０
日
付
け
英
字
新
聞
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
メ
ー
ル
の

乗
船
者
名
簿
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。
上
海
か
ら
横
浜
港
へ
入
港

のCosta Rica

号
に
て
、
同
年
３
月
2７
日
に
来
日
し
て
い
ま
す
。

和
暦
で
は
明
治
5
年
2
月
１９
日
で
す
。
そ
の
一
ヶ
月
後
の
同
年

３
月
１７
日
（
１
８
７
２
年
４
月
2４
日
）、
横
浜
港
出
港
の
フ
ラ

ン
ス
汽
船Phase

号
に
て
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
一
家
が
一
時
帰
国
し

て
い
る
乗
船
記
録
も
、
同
年
４
月
2７
日
付
け
の
同
紙
に
見
ら
れ

ま
す
。

　

マ
ク
リ
ッ
チ
の
日
本
に
於
け
る
雇
用
記
録
は
、
何
点
か
確
認

で
き
ま
す
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
録
工
部
省
之
部　

明

ア
バ
デ
ィ
ー
ン
生
ま
れ
）。
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
を
卒
業
後
、
グ

ラ
ス
ゴ
ー
の
ベ
ル
と
ミ
ラ
ー
の
両
氏
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の

訓
練
を
受
け
ま
す
。
訓
練
中
に
グ
リ
ー
ノ
ッ
ク
の
港
及
び
ス
リ

ッ
プ
ド
ッ
ク
の
設
計
や
建
設
の
助
手
を
務
め
（
グ
リ
ー
ノ
ッ
ク

は
グ
ラ
ス
ゴ
ー
近
く
の
港
町
）、
グ
リ
ー
ノ
ッ
ク
港
事
務
所
に

雇
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
港
の
鉄
道
旋
回
橋
、
コ

ー
リ
ン
グ
・
ク
レ
ー
ン
、
い
く
つ
か
の
埠
頭
の
建
設
の
設
計
と

監
督
を
務
め
ま
す
。

　

１
８
６
７
年
１
月
、
イ
ン
ド
カ
ル
カ
ッ
タ
の
水
道
事
業
建
設

の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
り
ま
す
が
、
翌
年
末
に
は

体
調
を
崩
し
帰
国
し
、ベ
ル
と
ミ
ラ
ー
氏
の
も
と
に
戻
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
ベ
ル
と
ミ
ラ
ー
氏
の
指
示
の
も
と
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー

の
ケ
ル
ビ
ン
川
に
掛
か
る
ベ
ル
モ
ン
ト
橋
（
図
３
）
の
工
事
監

督
、
そ
し
て
グ
ラ
ス
ゴ
ー
吊
り
橋
を
再
建
す
る
常
駐
エ
ン
ジ
ニ

ア
に
任
命
さ
れ
、
１
８
７
１
年
5
月
に
同
橋
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。

　

１
８
７
１
年
６
月
、
中
国
に
渡
り
、
中
国
税
関
の
灯
台
役
所

の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
任
命
さ
れ
ま
す
。翌
年
5
月
、

日
本
の
灯
台
役
所
に
て
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
補
佐
役
と
な
る
同
じ

ア
シ
ス
タ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
就
き
、
１
８
７
３
年
に
は
チ
ー

フ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
そ
の
３
年
後
の
１
８
７
６
（
明
治
９
）
年

に
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
就
任
し
ま
し
た
。

図 3 　ベルモント橋
（geograph.org.ukより）



—  2７  —

で
あ
っ
た
事
実
は
、
明
治
８
年
６
月
付
の
燈
台
寮
御
雇
外
国
人

名
簿
（
図
5
）
に
見
ら
れ
ま
す
。
マ
ク
リ
ッ
チ
が
ア
シ
ス
タ
ン

ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
っ
て
い
く
過
程

は
、
香
港
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
歴
年
の
ジ
ャ
パ
ン
・
デ
ィ
レ
ク

ト
リ
ー
（
幕
末
・
明
治
の
在
日
外
国
人
・
機
関
名
鑑
、
横
浜
開

港
資
料
館
蔵
）
に
て
確
認
で
き
ま
す
。
先
ず
は
１
８
７
３
（
明

治
６
）
年
１
月
付
（
図
６
）
の
横
浜
燈
台
寮
の
外
国
人
名
簿
に
、

Chief Engineer

の
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
次
にA

ssistant Engineer

と
し
て
マ
ク
リ

ッ
チ
の
名
が
見

ら
れ
ま
す
。
こ

の
時
期
は
ブ
ラ

ン
ト
ン
が
一
時

治
五
年
自
五
月
至
六
月
」
に
は
、
明
治
5
年
４
月
１３
日
付
け
工

部
少
輔
山
尾
庸
三
か
ら
明
治
政
府
へ
採
用
伺
い
書
（
図
４
）
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
要
望
書
で
は
、
マ
ク
リ
ッ
チ
の
名
が
マ
ッ
ク
ッ
ツ
チ
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
伺
い
書
が
承
認
後
、
翌
月
続
け
て
以
下

の
伺
い
書
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

英
人
マ
ッ
ク
ッ
ツ
チ
儀　

燈
台
寮
ヘ
御
雇
過
日
伺
済
相あ

い

成な
り

候
處　

右
一
ヶ
年
ノ
期
限
ニ
テ　

御
問
合
ノ
趣　

致
し
ょ
う
ち
い
た
し
そ
ろ

承
知
候　

右
ハ
當

四
月
ヨ
リ
来
酉
三
月
中
一
ヶ
年
期
限
ニ
有こ

れ
あ
り
そ
ろ

之
候
此
段
及
御
答
候

也
　
　

壬
申
五
月
三
日　
　
　
　
　

山
尾
工
部
少
輔

　　

マ
ク
リ
ッ
チ
は
、
来
日
約

一
ヶ
月
後
の
明
治
5
年
３
月

末
に
仮
採
用
さ
れ
、
5
月
の

初
め
に
は
４
月
に
遡
っ
て
燈

台
寮
に
一
年
契
約
の
正
式
採

用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
英
国
土
木
協
会
の
記
録

の
と
お
り
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト

エ
ン
ジ
ニ
ア（
築
造
方
補
員
）

図 4 　 マクリッチの燈台寮への
採用伺い書

図 5 　明治 8 年 6 月付　燈台寮お雇い外国人名簿
（国立公文書館蔵）



—  2８  —

人
の
技
術
は
頗
る
幼
稚
な
も
の
で
、
其
の
管
理
も
月
々
四
百
五

十
圓
と
い
ふ
多
額
の
費
用
を
拂
っ
て
英
国
の
技
師
に
委
ね
ゝ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
當
時
の
英
国
技
師
ジ
ェ
ム
ス
・
マ
グ
リ
ッ
チ

と
い
ふ
名
も
、
此
の
地
方
の
老
人
の
間
に
は
記
憶
に
残
っ
て
い

る
筈
で
あ
る
。

　　

こ
の
燈
光
記
事
に
は
、
御
前
埼
灯
台
を
工
事
監
督
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
記
述
は
な
く
、
お
雇
い
外
国
人
は
マ

ク
リ
ッ
チ
の
逸
話
の
み
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
４
年
３
月
発
行
の
図
書
「
我
等
の
燈
臺
守
」
に
は
、
御

前
埼
灯
台
訪
問
記
事
の
中
で
、
マ
ク
リ
ッ
チ
が
次
の
と
お
り
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

燈
臺
の
あ
る
御
前
埼
は
、
軽け

い

鉄て
つ

藤と
う

相そ
う

線せ
ん

の
終
点
地じ

頭と
う

方か
た

村む
ら

か

ら
、
稍や

や

急
な
坂
路
を
登
り
詰
め
た
、
高
臺
の
最
南
端
に
あ
っ
た
。

其そ
の

土
地
全
体
が
テ
ー
ブ
ル
型
の
岡
で
、
村
は
中
央
に
群む

れ
、
燈

臺
は
村
か
ら
十
町
離
れ
た
松
林
の
端は

づ
れ
に
あ
っ
て
、
明
治
七

年
英
国
技
師
ジ
ェ
ム
ス
、
マ
グ
リ
ッ
チ
が
三
萬
三
千
餘よ

圓え
ん

で
建

て
た
煉
瓦
造
り
で
あ
る
。
最
初
の
燈
臺
守
が
マ
グ
リ
ッ
チ
で
あ

っ
た
。そ
の
マ
グ
リ
ッ
チ
か
ら
照
明
器
の
運
転
を
習
っ
た
の
が
、

今
の
燈
臺
看
守
長
森
茂
氏
の
厳
父
森
茂
直
氏
で
あ
っ
た
の
も
不

思
議
で
あ
る
。

帰
国
中
でabsent

と
付
記
さ
れ
、A

ssistant Engineer

が
マ

ク
リ
ッ
チ
の
他
、Fisher Stirling'Parry Sam

uel

の
2
名

も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、
マ
ク
リ
ッ
チ
は
点
灯
開
始
し
た
御
前

埼
灯
台
を
管
理
し
て
い
た
と
の
逸
話
が
、
燈
光
昭
和
４
年
７
月

号
に
掲
載
の
「
御
前
埼
灯
台
の
今
昔
」
に
次
の
と
お
り
見
ら
れ

ま
す
。

　
（
前
略
）　

其
の
四
月
か
ら
建
築
に
着
手
し
、
満
二
箇
年
を
経

て
明
治
七
年
五
月
に
漸
く
竣
工
し
同
七
月
よ
り
点
燈
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
即
ち
そ
れ
が
現
在
の
（
御
前
埼
）
燈
臺
で
、
我
が

國
の
一
等
燈
臺
の
列
に
加
は
っ
て
居
る
。
し
か
も
當
時
我
が
國

図 6 　JAPAN DIRECTORY 1873
　　　燈台寮お雇い外国人在籍記録
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歴
簿
の
職
員
在
籍
記
録
に
マ
ク
リ
ッ
チ
の
名
は
記
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
明
治
初
期
、
外
国
人
を
見
た
こ
と
の
な
い
地
頭
方
村
の

人
々
に
と
っ
て
、
洋
風
の
御
前
埼
灯
台
を
建
設
し
た
マ
ク
リ
ッ

チ
の
存
在
は
強
烈
な
印
象
で
記
憶
さ
れ
、
半
世
紀
を
経
た
昭
和

初
期
に
は
、
御
前
埼
灯
台
の
す
べ
て
に
マ
ク
リ
ッ
チ
が
関
連
付

け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昭
和
９
年
の
御
前

埼
灯
台
６０
周
年
祭
を
境
に
、
マ
ク
リ
ッ
チ
の
灯
台
か
ら
ブ
ラ
ン

ト
ン
の
灯
台
へ
と
改
め
ら
れ
、
同
じ
よ
う
に
御
前
埼
灯
台
の
逸

話
す
べ
て
に
ブ
ラ
ン
ト
ン
が
関
連
付
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

　

横
浜
の
燈
台
寮
のA

ssistant Engineer

は
そ
の
後
、
年
を

経
る
ご
と
に
減
員
さ
れ
、
明
治
９
年
１
月
付
で
は
マ
ク
リ
ッ
チ

１
名
と
な
り
、
前
記
の
燈
台
寮
お
雇
い
外
国
人
名
簿
の
記
述
と

合
致
し
ま
す
。
同
年
３
月
に
ブ
ラ
ン
ト
ン
が
離
日
し
、
マ
ク
リ

ッ
チ
のChief Engineer

へ
の
就
任
は
、
１
８
７
７
（
明
治

１０
）
年
１
月
付
（
図
７
）
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
彼
の
名

前
の
後
の
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は
英
国
土
木
学
会
準
会
員（A

ssociate 
Institution of Civil Engineers

）
の
略
称
で
す
。
同
会
の

記
録
で
は
、
１
８
８
３
年
5
月
に
正
会
員
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
に
選

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

御
前
埼
灯
台
の
監
督
以
降
、
各
地
の
灯
台
視
察
や
補
修
工
事

に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
、
工
部
省
考
課
状
の
出
張
記
録
か
ら

　

外
國
人
の
珍
し
い
そ
の
頃
、
こ
ん
な
田
舎
に
英
國
人
を
招
く

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
話
題
を
残
し
た
。
マ
グ
リ
ッ
チ
は
月
給
四

百
五
十
圓
だ
っ
た
。
そ
の
頃
、
村
か
ら
人
夫
を
頼
む
と
一
日
七

厘
、
一
人
前
の
職
人
が
六
銭
、
村
で
は
燈
臺
が
出
来
て
か
ら
急

に
海
が
明
る
く
な
っ
て
、
魚
が
獲
れ
な
く
な
っ
た
と
、
マ
グ
リ

ッ
チ
を
怨
ん
で
ゐ
た
時
も
あ
る
。

　

驚
く
べ
き
は
此
の
マ
技
師
が
設
計
し
た
照
明
器
だ
。
五
十
五

年
使
ひ
続
け
て
き
た
に
一
秒
も
狂
は
ず
、正
確
に
卅

さ
ん
じ
ゅ
う

秒
毎
に
一

光
を
閃

ひ
ら
め

か
し
、
燈
火
の
直
下
に
掛
っ
て
ゐ
る
ロ
ン
ド
ン
製
の
柱

時
計
も
、五
十
五
年
間
働
い
て
今
に
正
確
の
時
を
守
っ
て
ゐ
る
。

　

こ
の
記
事
で
は
、
御
前
埼
灯
台
は
マ
ク
リ
ッ
チ
が
建
て
た
灯

台
だ
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
レ
ン
ズ
（
照
明
器
）
の
設
計
や

取
扱
い
方
法
を
教
え
た
の
も
マ
ク
リ
ッ
チ
と
さ
れ
、
ブ
ラ
ン
ト

ン
の
名
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
今
日
伝
え
ら
れ
て
い
る
御
前
埼
灯

台
の
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
逸
話
は
、
昭
和
初
期
ま
で
は
、
今
で
は
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
マ
ク
リ
ッ
チ
技
師
で
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　

マ
ク
リ
ッ
チ
は
、日
本
に
来
日
す
る
ま
で
の
経
歴
を
見
て
も
、

御
前
埼
灯
台
に
勤
務
し
た
灯
台
職
員
で
は
な
く
、
燈
台
寮
に
採

用
さ
れ
た
技
師
と
し
て
御
前
埼
灯
台
の
工
事
監
督
の
み
を
務
め

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
清
水
保
安
部
保
管
の
御
前
埼
灯
台
旧
経
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確
認
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
後
任
と
し
て

Chief Engineer

（
築
造
方
首
員
）
就
任
後
は
、
明
治
丸
の
灯

台
巡
行
に
毎
回
同
乗
し
て
各
地
の
灯
台
を
視
察
し
、
補
修
工
事

の
指
示
や
新
設
灯
台
の
場
所
選
定
を
行
っ
て
い
た
事
実
が
、
明

治
丸
航
海
記
録
に
添
え
ら
れ
た
マ
ク
リ
ッ
チ
報
告
に
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
マ
ク
リ
ッ
チ
がChief Engineer

に
在
籍
時
に
点

灯
開
始
し
た
灯
台
は
、
明
治
１０
年
2
月
の
新
潟
灯
台
か
ら
同
１2

年
１2
月
の
大
瀬
埼
灯
台
ま
で
の
８
基
で
す
。
た
だ
し
、
灯
台
の

場
所
選
定
や
灯
塔
構
造
の
指
示
を
行
っ
た
灯
台
を
含
め
る
と
立

石
岬
灯
台
ま
で
の
計
１１
基
（
図
８
）
と
な
り
ま
す
。

　

マ
ク
リ
ッ
チ
が
設
置
し
た
灯
台
は
、
前
任
の
ブ
ラ
ン
ト
ン
の

灯
台
と
は
異
な
る
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
灯
台

図 8 　マクリッチが設置した灯台

図 7 　JAPAN DIRECTORY 1877
　　　燈台寮お雇い外国人在籍記録
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ブ
ラ
ン
ト
ン
、
マ
ク
リ
ッ
チ
ら
お
雇
い
外
国
人
灯
台
技
術
者

が
去
っ
て
間
も
な
い
時
期
に
作
成
さ
れ
た
編
纂
資
料
の
中
で
、

両
者
の
灯
台
は
同
じ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
様
式
（
蘇
風
）
で
あ

り
な
が
ら
も
、
工
費
を
惜
し
ま
ず
作
ら
れ
た
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
灯

台
に
対
し
、
マ
ク
リ
ッ
チ
は
実
用
的
で
あ
る
と
、
違
い
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
マ
ク
リ
ッ
チ
の
灯
台
の
中
で
潮
岬
灯
台

（
図
９
）
は
、
最
大
の
規
模
を
有
し
、
設
置
当
時
の
姿
を
留
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
灯
台
と
の
違
い
を
今
も
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。前
記
の
マ
ク
リ
ッ
チ
報
告
の
中
で
、

点
灯
開
始
約
半
年
後
の
潮
岬
灯
台
に
つ
い
て
、
マ
ク
リ
ッ
チ
は

次
の
と
お
り
そ
の
違
い
を
自
ら
述
べ
て
い
ま
す
。

の
多
く
は
、
上
に
す
ぼ
ま
っ
た
円
筒
の
灯
塔
に
半
円
形
の
付
属

舎
が
あ
る
構
造
で
す
が
、
マ
ク
リ
ッ
チ
の
灯
台
に
は
、
そ
の
構

造
の
灯
台
は
あ
り
ま
せ
ん
。
図
８
の
と
お
り
多
様
な
構
造
で
あ

る
こ
と
が
、
マ
ク
リ
ッ
チ
の
灯
台
の
大
き
な
特
徴
で
す
。
こ
の

違
い
に
つ
い
て
は
、
明
治
１７
（
１
８
８
４
）
年
5
月
に
刊
行
の

「
工
部
統
計
誌　

燈
台
之
部
」
に
記
さ
れ
た
燈
台
の
構
造
の
説

明
の
中
で
、
次
の
と
お
り
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ブ
ラ
ン
ト
ン
」
在
職
中
に
建
築
せ
る
も
の
、
多
く
は
蘇
國

の
結＊
構
に
摸
せ
り（
自
ら
城＊
櫓
の
観
を
呈
す
）。「
ブ
ラ
ン
ト
ン
」

去
っ
て
後
、「
マ
ク
リ
ッ
チ
」
其
職
を
襲＊
ぐ
。

「
マ
ク
リ
ッ
チ
」の
建
築
す
る
所
、亦
蘇
風
を
交
え
た
り
と
雖
も
、

従
前
と
異
な
り
。
同
人
解
雇
以
来
は
、
其
計
画
大
に
折
衷
す
る

所
あ
り
。

　

蓋
し
「
ウ
ェ
ル
ニ
ー
」
並
に
「
ブ
ラ
ン
ト
ン
」
在
職
の
日
は
、

敢
て
工
費
を
吝お

し

む
こ
と
な
し
。
故
に
其
結
構
完
全
な
る
も
の
多

し
。「
マ
ク
リ
ッ
チ
」
襲
職
の
頃
よ
り
燈
台
の
工
事
務
め
て
実

用
の
部
分
に
着
目
す
る
に
至
れ
り
。

　　

＊
注　

結
構
：
構
え
作
る
こ
と
、
組
み
立
て
る
こ
と

　
　
　
　

城
櫓
：
じ
ょ
う
ろ
、
お
城
の
櫓
や
ぐ
ら

　
　
　
　

襲
ぐ
：
つ
ぐ
、
世
襲

図 9 　潮岬灯台
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潮
岬　
（
明
治
十
一
年
十
月
二
十
日
）

現
今
全
く
落
成
に
及
び
た
る　

當と
う

所し
ょ

石
造
の
新
塔
は
尤
も
善
良

に
て
誠
に
巧
妙
な
る
工
術
の
一
端
な
り　

経＊
画
は
各
所
の
燈
臺

よ
り
異
な
り　

貯
納
室　

細
工
所
等
は
各
所
よ
り
余
程
広
大
に

し
て
便
利
好
し　

通
気
孔
の
設
け
方
も
他
の
燈
臺
よ
り
は
全
く

異
に
し
て　

燈
臺
よ
り
直
に
新
鮮
な
る
空
気
を
容
れ
ず
し
て　

石
壁
の
間
の
空
所
と
石
壁
を
透
通
し
て
外
気
と
流
通
す
る　

燈

臺
の
羽
目
板
よ
り
吹
き
入
り　

空
所
上
の
網
よ
り
燈
籠
室
に
通

ず
る
方
法
に
て
大
に
工
合
好
し　

燈
明
番
等
現
今　

不
動
完
全

の
火
焔
を
保
ち
得
る
旨
を
申
出
る　

最
前
の
模
様
に
て
は
通
気

方
の
工
合
好
ら
ず　

燈
籠
内
に
吹
入
る
こ
と
烈
し
き
が
故　

暴

風
雨
の
夜
は
火
焔
の
動
揺
と
発
煙
を
防
ぐ
こ
と
容
易
な
ら
ざ
る

旨
に
て
燈
明
番
の
苦
情
と
為
し
居
れ
り

　　

＊
注　

経
画
：
く
み
た
て
て
見
つ
も
り
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
期
に
使
用
の
言
葉
）

　　

マ
ク
リ
ッ
チ
は
、
付
属
舎
も
含
め
こ
れ
ま
で
の
石
造
灯
台
の

構
造
と
は
大
き
く
異
な
る
潮
岬
灯
台
を
絶
賛
し
て
い
ま
す
。
特

に
通
気
孔
を
取
り
上
げ
て
、
暴
雨
風
の
夜
は
通
気
が
激
し
く
灯

火
の
保
持
に
支
障
を
き
た
す
程
だ
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
海
辺

に
立
つ
灯
台
の
内
部
は
常
に
多
湿
の
状
態
で
、
羽
目
板
や
機
械

図10　潮岬灯台内部の通気孔　最右；支柱の通気孔
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こ
れ
ら
の
特
徴
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
灯
台

が
、
た
だ
一
つ
だ
け
あ
り
ま
す
。
御
前
埼
灯
台
で
す
。
前
記
の

と
お
り
、
マ
ク
リ
ッ
チ
が
監
督
し
た
灯
台
で
す
。
潮
岬
灯
台
と

御
前
埼
灯
台
は
、
全
く
異
な
る
灯
台
に
見
え
ま
す
が
、
他
の
灯

台
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
多
く
の
共
通
点
を
持
つ
兄
弟
の
よ

う
な
灯
台
で
す
。

　

マ
ク
リ
ッ
チ
が
手
掛
け
た
唯
一
の
鉄
造
灯
台
で
あ
る
大
瀬
埼

灯
台
も
、
図
１2
の
よ
う
に
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
４
基
の
鉄
造
灯
台
と

は
全
く
異
な
る
構
造
で
す
。
鉄
板
一
枚
一
枚
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た

多
角
形
の
造
り
で
は
な
く
、
付
属
舎
も
含
め
丸
み
を
帯
び
た
形

状
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

こ
の
大
瀬
埼
灯
台
に
は
、
明
治
2３
年
に
作
成
さ
れ
た
燈
台
局
の

工
場
の
沿
革
（
燈
光
会
保
管
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
特
筆
さ

れ
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
局
工
場
の
沿
革
は
前
記
の
通
り
に
し
て
、
明
治
二
年
仮
設
以

来
、
明
治
二
十
三
年
三
月
に
至
る
二
十
二
年
間
に
於
て
、
建
造

せ
る
航
路
標
識
の
数
は
燈
台
四
十
七
、
燈
竿
灯
船
各
三
、
浮
標

十
八
、
立
標
九
、
合
計
八
十
箇
所
と
す　

又
機
械
は
、
明
治
十

年
六
月
根
室
國
納
沙
布
埼
の
霧
鐘
機
械
を
製
作
せ
し
を
以
て
始

め
と
し
、
仝
十
一
年
十
月
肥
前
國
五
島
大
瀬
埼
燈
台
の
燈
明
回

轉
機
械
を
製
作
せ
し
を
以
て
第
二
と
す　

爾
後
航
路
標
識
の
建

の
劣
化
を
早
め
る
た
め
、
通
気
は
非
常
に
有
効
で
す
。
こ
の
通

気
孔
は
図
１０
の
と
お
り
今
も
顕
在
で
す
。
驚
き
は
灯
台
の
中
央

に
立
つ
支
柱
に
ま
で
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
支
柱
に
ま
で

見
ら
れ
る
通
気
孔
の
異
常
な
多
さ
は
、
他
の
灯
台
で
は
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
他
、
潮
岬
灯
台
に
は
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
灯
台
に
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
次
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

・
灯
塔
の
窓
が
入
口
側
の
北
面
に
あ
る

・
外
廊
下
部
に
装
飾
の
マ
チ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
な
い

・
付
属
舎
に
暖
炉
が
な
い

・
灯
台
の
ら
せ
ん
階
段
が
反
時
計
回
り

図11　御前埼灯台
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築
に
供
す
る
大
小
の
機
械
及
点
燈
上
に
要
す
る
諸
般
の
器
具
は

総
て
該
工
場
に
於
て
製
作
し
、
一
も
外
國
よ
り
購
収
せ
ざ
る
に

至
れ
り　

然
れ
ど
も
曲
射
玻
璃
（
レ
ン
ズ
）
の
如
き
は
仏
國
特

有
の
製
品
に
し
て
、
本
邦
ニ
三
の
硝
子
製
造
所
あ
り
と
雖
も
、

未
だ
製
出
す
る
に
至
ら
ざ
る

　

大
瀬
埼
灯
台
の
回
転
機
械
が
、
灯
台
局
工
場
の
二
番
目
に
作

ら
れ
た
機
械
で
、
そ
の
後
は
レ
ン
ズ
を
除
き
灯
台
の
諸
般
の
器

具
は
総
て
工
場
で
作
ら
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
ク

リ
ッ
チ
報
告
に
は
、
建
設
中
の
大
瀬
埼
灯
台
で
鉄
の
部
材
が
足

り
な
く
な
り
、
す
ぐ
に
工
場
か
ら
供
給
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
最
初
の
納
沙
布
岬
灯
台
の
霧
鐘
の
製
作
が
明
治
１０
年

６
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
マ
ク
リ
ッ
チ
がChief Engineer

に

就
任
後
す
ぐ
に
燈
台
局
工
場
が
飛
躍
的
な
改
革
を
遂
げ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
時
代
と
は

大
き
く
異
な
る
日
本
の
洋
式
灯
台
の
新
た
な
形
を
、
マ
ク
リ
ッ

チ
は
約
４
年
の
就
任
期
間
に
し
っ
か
り
と
残
し
て
い
ま
し
た
。

明
治
１2
年
１2
月
に
燈
台
局
を
解
雇
さ
れ
、
同
１３
年
１
月
5
日
に

日
本
を
離
日
し
た
記
録
は
、
１
８
８
０
年
１
月
１０
日
付
ジ
ャ
パ

ン
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
メ
ー
ル
の
乗
船
者
名
簿
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。　

　

そ
の
後
の
マ
ク
リ
ッ
チ
の
動
向
は
、
再
度
英
国
土
木
学
会
の

図12　鉄造大瀬埼灯台とブラントンの 4 基の鉄造灯台
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場
、
照
明
施
設
、
給
水
施
設
、
衛
生
設
備
の
建
設
に
お
い
て
、

彼
が
作
成
し
た
重
要
な
計
画
は
全
て
市
の
委
員
会
に
認
め
ら

れ
、
多
く
の
工
事
を
手
掛
け
ま
し
た
。
優
れ
た
耐
久
性
を
も
つ

道
路
が
、
彼
に
よ
り
再
建
さ
れ
、
多
く
の
橋
梁
も
架
け
替
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
彼
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
来
た
時
、
運
河
に
架
か

る
鉄
橋
は
2
つ
し
か
な
く
、
他
は
老
朽
化
し
通
行
に
適
さ
な
い

木
造
の
橋
を
、
強
度
に
見
合
っ
た
最
小
の
深
さ
で
設
計
し
、
す

べ
て
の
ボ
ー
ト
が
通
過
で
き
る
高
さ
の
堅
固
な
橋
に
次
々
と
改

築
し
ま
し
た
。
彼
の
逝
去
後
に
作
ら
れ
た
記
念
の
プ
レ
ー
ト
に

は
、
１
８
８
９
年
に
設
置
の
二
代
目
リ
ー
ド
橋
（
図
１３
）
と
キ

ム
セ
ン
橋
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
マ
ク
リ
ッ
チ
は
多
く
の
市

場
を
再
建
し
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
新
し
い
鉄
製
の
市
場
が
建

設
さ
れ
、
テ
ル
ク
ア
イ
ヤ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
東
部
で
最
大
か
つ

最
良
の
市
場
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
１
９
８
９
年
に
ラ

オ
パ
サ
マ
ー
ケ
ッ
ト
（Lau Pa Sat m

arket

）
と
改
名
さ
れ

た
こ
の
市
場
の
建
物
（
図
１４
）
は
、
マ
ク
リ
ッ
チ
が
設
計
し
た

八
角
形
の
特
徴
的
な
構
造
で
、
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
今
日
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
定
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

彼
の
最
も
困
難
な
仕
事
の
一
つ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
原
則
に

基
づ
い
た
食
肉
処
理
場
の
導
入
で
し
た
。
プ
ラ
ウ　

サ
イ
ゴ
ン

と
ジ
ャ
ラ
ン　

ベ
サ
ー
ル
（Pulau Saigon, Jalan Besar

）

の
食
肉
処
理
場
は
、
大
規
模
で
設
備
の
整
っ
た
も
の
で
１
８
９

死
亡
記
録
を
参
照
し
見
て
い
き
ま
す
。

　

マ
ク
リ
ッ
チ
は
一
時
帰
国
後
、
翌
年
１
８
８
１
年
に
ブ
ラ
ジ

ル
に
渡
り
、
サ
ン
ト
ス
市
の
開
発
企
業
のA

lfred Rum
ball

の

下
で
、
常
任
技
師
と
し
て
都
市
開
発
に
携
わ
り
ま
す
。
給
水
シ

ス
テ
ム
の
完
備
、
新
し
い
ガ
ス
工
場
、
都
市
か
ら
海
岸
リ
ゾ
ー

ト
の
バ
ラ
ま
で
の
路
面
電
車
の
路
線
な
ど
を
設
計
し
建
設
し
ま

し
た
。

　

１
９
８
３
年
5
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
移
り
、
都
市
建
設
技

師
（M

unicipal Engineer
）
に
任
命
さ
れ
、
同
年
９
月
2４
日

に
就
任
し
ま
す
。
市
町
村
の
道
路
、
橋
梁
、
市
場
、
食
肉
処
理図13　 記念プレートのリード橋（上）と

1908年頃のリード橋（下）
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３
年
に
彼
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ク
リ
ッ
チ
が
最
も
勢
力
を
注
い
だ
の
は
、
水
道
と
衛
生
設

備
で
し
た
。
水
道
は
完
成
し
ま
し
た
が
、
ゴ
ミ
処
理
と
町
の
下

水
処
理
に
関
す
る
彼
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
未
完
に
終
わ
り
ま
し

た
。
彼
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
来
た
と
き
、人
口
は
約
１０
万
人
で
、

水
の
消
費
量
は
１
日
あ
た
り
１
４
０
万
ガ
ロ
ン
で
し
た
。
１
８

９
５
年
に
は
、
人
口
は
約
１４
万
５
０
０
０
人
、
毎
日
の
水
消
費

量
は
３
４
０
万
ガ
ロ
ン
で
し
た
。
彼
は
、
貯
水
池
、
水
路
及
び

運
河
の
配
置
が
非
効
率
で
、
１
日
あ
た
り
１
０
０
万
ガ
ロ
ン
の

量
が
漏
水
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
彼
は
こ
れ
ら
を

改
善
し
、
無
駄
を
防
止
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
使
用

し
て
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。
最
終
的
に
１
８
９
１
年
に
貯
水

池
を
６
５
０
０
万
ガ
ロ
ン
に
拡
大
し
、
フ
ィ
ル
タ
ー
で
浄
化
し

た
水
を
供
給
す
る
計
画
を
提
示
し
、
委
員
会
に
承
認
さ
れ
、
１

８
９
４
年
の
秋
に
は
す
べ
て
完
成
し
ま
し
た
。
彼
の
逝
去
後
の

記
念
プ
レ
ー
ト
に
は
、
図
１5
の
よ
う
に
こ
の
貯
水
施
設
が
示
さ

れ
、
マ
ク
リ
ッ
チ
貯
水
池
（M

acRitchie Reservoir

）
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
施
設
は
今
も
稼
働
し
て
お
り
、
周
辺
は
公

園
に
整
備
さ
れ
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
衛
生
と
下
水
処
理
の
問
題
に
つ
い
て
、
マ
ク
リ
ッ
チ
は

図15　 記念プレートのブキティマ上水道施
設（上）と現在の同施設の内部（下）

図14　ラオパサ マーケット
　　　（ウィキペディアより）
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こ
の
よ
う
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
市
民
の
た
め
に
精
力
的
に
活

動
し
て
い
た
最
中
、
マ
ク
リ
ッ
チ
は
急
逝
し
ま
す
。
喉
頭
炎
か

ら
悪
化
し
た
気
管
支
炎
の
発
作
に
よ
り
、脳
溢
血
を
引
き
起
し
、

１
８
９
５
年
４
月
2６
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。享
年
４８
歳
で
す
。

彼
の
早
す
ぎ
る
死
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
於
け
る
多
く
の
偉
大
な

功
績
に
対
し
委
員
会
は
、
彼
の
肖
像
を
囲
む
彼
の
主
要
な
仕
事

を
示
す
ブ
ロ
ン
ズ
の
記
念
プ
レ
ー
ト
（
図
１
）
を
作
製
し
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
市
庁
舎
に
設
置
し
ま
し
た
。
縦
８
フ
ィ
ー
ト
（
2４

セ
ン
チ
）、
横
９
フ
ィ
ー
ト
（
2７
セ
ン
チ
）
の
こ
の
記
念
プ
レ

ー
ト
は
現
在
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

展
示
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ク
リ
ッ
チ
の
短
い
生
涯
に
於
い
て
、
彼
が
灯
台
事
業
に
携

わ
っ
た
の
は
、
中
国
に
渡
っ
た
１
８
７
１
年
６
月
か
ら
日
本
の

工
部
省
燈
台
局
を
解
雇
さ
れ
る
１
８
７
９
（
明
治
１2
）
年
１2
月

ま
で
の
８
年
６
ケ
月
で
し
た
。
そ
の
期
間
に
手
掛
け
た
御
前
埼

灯
台
ほ
か
数
基
の
灯
台
は
、
今
も
な
お
設
置
当
時
の
雄
姿
を
留

め
、
現
役
で
稼
働
し
て
い
ま
す
。
歴
史
に
名
を
残
す
ジ
ェ
ー
ム

ス
・
マ
ク
リ
ッ
チ
が
建
設
し
た
日
本
の
灯
台
が
、
今
後
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
み
な
ら
ず
世
界
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
（
ブ
ラ
ン
ト
ン
後
任
の
お
雇
い
外
国
人
技
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
ク
リ
ッ
チ
」）

時
折
委
員
会
に
報
告
し
、
低
地
で
潮
の
干
満
が
ほ
と
ん
ど
な
い

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
最
も
適
し
た
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
を

視
野
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。
１
８
９
２
年
、
彼
は
委
員
会
か
ら

ビ
ル
マ
と
イ
ン
ド
の
主
要
な
町
を
３
ヶ
月
間
調
査
す
る
よ
う
に

任
命
さ
れ
、
そ
の
衛
生
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。
彼
の
調
査
は

徹
底
的
な
報
告
書
に
詳
述
さ
れ
、
そ
れ
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
計

画
を
追
加
し
、
町
の
廃
棄
物
を
炉
で
焼
却
し
、
し
尿
を
肥
料
に

製
造
す
る
こ
と
を
考
案
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
容
易
に
す
る
た
め

に
、
彼
は
町
を
地
区
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
廃
棄
物

焼
却
炉
と
肥
料
工
場
を
設
置
し
、
空
気
圧
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て

し
尿
が
肥
料
工
場
に
運
ば
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま

し
た
。

図16　 記念プレートのマクリッチ
の肖像
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著
者
略
歴

１
９
８
４
年
神
戸
市
生
ま
れ
。
奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
卒

業
。
兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
（
修
士
課
程
） 

修
了
。
兵
庫
教

育
大
学
大
学
院
（
博
士
課
程
） 
博
士
号
（
学
校
教
育
学
）
を

取
得
。
兵
庫
教
育
大
学
（（
現
在
に
至
る
））
及
び
姫
路
大
学

等
で
の
非
常
勤
講
師
等
を
兼
ね
つ
つ
、
大
阪
の
常
磐
会
学
園

大
学
専
任
講
師
と
し
て
、
保
育
士
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中

学
校
の
教
員
養
成
に
携
わ
り
現
在
に
至
る
。
研
究
テ
ー
マ
は

台
湾
史
・
日
本
近
代
史
・
土
木
史
・
教
科
教
育
学
・
社
会
科

教
育
等
。
中
で
も
戦
前
の
台
湾
を
始
め
と
し
た
ア
ジ
ア
地
域

に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
建
設
の
歴
史
と
採
用
さ
れ
た
技
術
の
伝

播
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
い
る
。
近
年
の
主
要
な
著
書
は

『
日
本
統
治
時
代
台
湾
の
築
港
・
人
材
育
成
事
業
』
晃
洋
書

房
（（
単
著
））、『
日
本
統
治
時
代
台
湾
の
経
済
と
社
会
』
晃

洋
書
房 

（（
共
著
））『
中
国
の
政
治
・
文
化
・
産
業
の
進
展

と
実
相
』
晃
洋
書
房 

（（
共
著
））『
軍
港
都
市
史
研
究　

要

港
部
編
』
清
文
堂
出
版 （（
共
著
））
等

１
　
は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
戦
前
の
台
湾
を
始
め
と
し
た
ア
ジ
ア
各
地
で
建
設

さ
れ
た
港
湾
の
歴
史
と
築
港
工
事
の
特
徴
、
さ
ら
に
は
用
い
ら

れ
た
技
術
の
位
置
づ
け
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
研
究
の
一

環
と
し
て
、
同
時
代
に
お
け
る
台
湾
南
部
の
島
に
建
設
さ
れ
た

避
難
港
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
分
析
対
象
と
す
る
の
は
、
台
湾
本
島
の
南
西
の
海
上

に
位
置
す
る
琉
球
嶼
と
い
う
名
の
一
島
嶼
で
あ
る
。
同
島
は
周

辺
海
域
に
お
け
る
航
海
上
の
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
古
く

か
ら
同
島
の
存
在
は
オ
ラ
ン
ダ
を
始
め
と
し
た
欧
米
の
航
海
者

の
間
で
、
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
日
本
統
治

時
代
に
な
る
と
、
同
島
に
お
い
て
灯
台
建
設
を
及
び
港
湾
整
備

の
た
め
の
築
港
工
事
が
実
施
さ
れ
、
同
島
に
お
け
る
一
連
の
港

湾
整
備
工
事
は
、
周
辺
海
域
に
お
け
る
同
島
の
位
置
づ
け
及
び

役
割
を
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
従
来
の
研
究
で
は

　
日
本
統
治
時
代
台
湾
で
の
避
難
港
建
設
に
関
す
る
一
考
察

　
日
本
統
治
時
代
台
湾
で
の
避
難
港
建
設
に
関
す
る
一
考
察

	
	

	
	

──  

琉
球
嶼
避
難
港
調
査
を
中
心
に

琉
球
嶼
避
難
港
調
査
を
中
心
に  

──

��

常
磐
会
学
園
大
学

常
磐
会
学
園
大
学
　
井
　
井��

上上��

敏敏��

孝孝
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同
島
に
お
い
て
灯
台
建
設
や
港
湾
整
備
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

に
着
目
し
、
工
事
内
容
の
詳
細
や
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
明
ら

か
に
し
た
研
究
は
多
く
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

台
湾
に
お
け
る
琉
球
嶼
の
存
在
に
つ
い
て
分
析
対
象
と
し
た

研
究
は
、
金
岡
丈
夫
・
国
分
直
一
「
小
琉
球
嶼
に
於
け
る
先
史

遺
跡
」（
１
）や
片
倉
佳
史
『
古
写
真
が
語
る
台
湾
日
本
統
治
時

代
の
５０
年
１
８
９
５

－

１
９
４
５
年
』（
２
）が
あ
る
も
の
の
、

い
ず
れ
の
研
究
に
お
い
て
も
同
島
で
灯
台
建
設
や
港
湾
整
備
工

事
が
計
画
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
述
や
分
析

は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
日
本
の
近
代
化
の
過
程
に
お
け
る

日
本
内
地
・
外
地
で
建
設
さ
れ
た
灯
台
の
歴
史
に
つ
い
て
ひ
も

解
い
た
海
上
保
安
庁
灯
台
部
『
日
本
燈
台
史 
─
１
０
０
年
の

歩
み
─
』（
3
）や
谷
川
竜
一
『
灯
台
か
ら
考
え
る
海
の
近
代
』

（
４
）等
で
も
、
同
島
で
建
設
さ
れ
た
灯
台
の
特
徴
等
に
つ
い
て

は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
戦
前
の
台
湾
琉
球
嶼

で
実
施
さ
れ
た
灯
台
建
設
と
港
湾
整
備
を
巡
る
歴
史
に
着
目

し
、
各
工
事
が
与
え
た
影
響
及
び
効
果
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い

て
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

２
　
琉
球
嶼
沿
革

　

本
稿
で
分
析
対
象
と
す
る
琉
球
嶼
は
戦
前
の
台
湾
高
雄
州
東

港
か
ら
西
方
海
上
約
１５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
る
島
嶼
で

あ
っ
た（
５
）。
も
と
も
と
小
琉
球
と
は
中
国
大
陸
か
ら
台
湾
の

歴
史
的
呼
称
の
ひ
と
つ
で
、
大
琉
球
（
沖
縄
）
に
対
し
て
使
用

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
琉
球
嶼
と
い
う
名
前
は
、
諸
説
あ
る

も
の
の
、
そ
の
当
時
の
名
残
を
止
め
た
も
の
と
も
伝
え
ら
れ
て

い
る（
６
）。
同
島
は
台
湾
で
唯
一
の
珊
瑚
礁
の
島
で
あ
り
、
北

東
か
ら
南
西
に
広
が
る
島
の
面
積
は
約
６
・
8
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
そ
の
周
囲
は
約
１２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
表
面
は
全
体
的
に

や
や
平
坦
で
平
均
の
高
さ
は
７５
メ
ー
ト
ル
内
外
。
そ
の
地
質
は

第
三
紀
層
に
属
す
る
サ
ン
ゴ
石
灰
岩
で
成
り
立
っ
て
い
た
。
島

内
に
は
白
砂
尾
・
杉
船
路
・
大
藔
・
天
台
の
４
つ
の
集
落
が
あ

り
、
１
９
３
３
年
の
時
点
で
総
戸
数
は
８
０
０
余
り
で
人
口
は

約
４
，８
０
０
人
に
上
っ
て
い
た
。
そ
の
住
民
は
半
農
半
漁
を

業
と
し
て
い
た
も
の
の
農
業
水
不
足
の
た
め
の
農
業
は
振
る
わ

図 １　台湾地図
注） 図中①②③はそれぞれ琉球

嶼・東港・高雄を指す。

①
②
③



—  ４０  —

た
っ
て
い
る
場
所
で
あ
り
、
上
述
し
た
通
り
航
海
者
に
と
っ
て

の
重
要
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
同
島
は
標
高
が
低
い

た
め
に
濃
霧
の
際
等
に
は
遠
距
離
か
ら
同
島
を
発
見
す
る
こ
と

が
困
難
と
な
り
、
往
来
す
る
漁
船
が
座
礁
し
、
損
害
を
被
る
こ

ず
、近
海
が
好
漁
場
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
漁
業
が
盛
ん
で
、

そ
の
年
産
額
は
約
２０
万
円
に
達
し
て
い
た（
７
）。

　

こ
う
し
た
本
島
に
お
け
る
漁
業
は
近
海
で
は
竹
筏
で
、
遠
洋

で
は
発
動
機
船
を
使
用
し
、
１
９
３
３
年
の
時
点
で
島
内
に
は

４７
隻
の
発
動
機
船
が
在
籍
し
て
い
た
。
し
か
し
本
島
に
は
白
砂

尾
に
私
設
修
繕
所
が
１
か
所
あ
る
以
外
に
漁
港
設
備
と
し
て

「
見
ル
ヘ
キ
モ
ノ
無
ク
」
同
島
在
籍
の
発
動
機
船
は
、
平
時
は

各
集
落
地
先
の
海
岸
を
利
用
し
て
停
泊
し
、
強
風
の
際
は
風
を

避
け
る
た
め
島
の
周
囲
を
巡
り
、
転
錨
し
て
い
た（
8
）。
そ
し

て
暴
風
の
際
は
遠
く
、
東
港
あ
る
い
は
高
雄
港
へ
の
避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
期
間
中
就
業
が
で
き
な
い
こ
と
が

少
な
く
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た（
9
）。

３
　
民
間
に
よ
る
灯
台
建
設

　

先
述
し
た
通
り
、
東
港
か
ら
は
約
１５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
高
雄

港
か
ら
は
約
33
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
っ
た
琉
球
嶼
は
本

島
航
路
の
要
衝
に
も
位
置
す
る
こ
と
か
ら
台
湾
総
督
府
は
早
く

か
ら
同
地
へ
の
灯
台
建
設
の
必
要
性
を
認
め
て
い
た （
１０
）。

　

ま
た
琉
球
嶼
を
含
む
台
湾
南
部
の
地
域
で
は
漁
業
が
旺
盛
で

あ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
群
島
付
近
ま
で
出
漁
す
る
と
と
も
に
、
同

島
は
特
に
高
雄
港
を
拠
点
と
す
る
漁
船
の
「
往
復
の
衝
路
」
に

当
た
る
場
所
で
あ
っ
た（
１１
）。
ま
た
沿
岸
航
路
の
道
筋
に
も
当

表 １　琉球嶼灯台の諸元

位置 北緯２２度１9分４8秒
東経１２０度２１分５５秒

構造 コンクリート造、円形白色

灯高
基礎から灯火 １０m
平均水面から灯火 88.33m
等級及び灯質 第４等閃白光毎秒に１閃光を発する
アセトン瓦斯

明孤 海上から灯台に向かって測定した方位
２１６度から２０７度までの3５１度間

燭光数 １,０００燭光
光達距離 晴天の夜で約3７km

経営 高雄州水産会
出所） 海防生「琉球嶼燈臺に就て」『台湾逓信協会雑誌』8５号、１9２8年、

漁郎「琉球嶼行」
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に
灯
台
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
定（
１3
）。
こ
の
こ
と
を
総
督
府

に
出
願
し
、
許
可
を
得
た
こ
と
で
、
工
費
１
万
数
千
円
を
投
じ

て
建
設
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た（
１４
）。
工
事
は
１
９
２
９

年
１
月
１４
日
に
開
始
さ
れ
、同
年
3
月
１５
日
に
完
成
し
た（
１５
）。

　

同
灯
台
の
諸
元
及
び
外
観
は
表
１
及
び
図
２
を
そ
れ
ぞ
れ
参

照
さ
れ
た
い
。

　

完
成
し
た
同
灯
台
に
は
看
守
等
は
常
置
せ
ず
「
太
陽
弇
」
の

装
置
に
よ
り
昼
間
は
消
火
し
、
夜
間
は
点
火
す
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
た
。
同
灯
台
の
新
設
に
よ
り
従
来
の
よ
う
に
漁
業
者
が

暗
礁
に
乗
り
上
げ
る
と
い
っ
た
事
故
の
「
憂
ひ
を
除
き
得
る
」

と
と
も
に
、一
般
航
行
者
に
と
っ
て
も
「
多
大
の
利
益
を
得
る
」

こ
と
に
な
る
と
大
い
に
期
待
さ
れ
た（
１６
）。

　

こ
う
し
て
同
地
の
地
理
的
特
徴
を
鑑
み
て
建
設
さ
れ
た
琉
球

嶼
灯
台
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
点
は
、
上
述
し
た

通
り
同
灯
台
が
民
間
の
手
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

元
来
、
日
本
に
お
い
て
は
徳
川
時
代
に
は
私
人
が
建
設
・
経

営
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
た
だ
、
明
治
時
代
に
な
る
と
建
設
の

奨
励
政
策
が
採
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
経
費
を
補
う

た
め
に
直
接
入
港
船
か
ら
料
金
を
徴
収
す
る
者
が
出
て
く
る
な

ど
の
弊
害
が
生
ま
れ
た
結
果
、
１
８
８
５
年
６
月
太
政
官
布
告

を
以
て
同
制
度
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
、

と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
一
般
漁
業
者
は
同
島
に
灯
台
の
建
設

を
切
望
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
高
雄
水
産
会
で
は
同
島
へ
の
灯

台
建
設
を
総
督
府
に「
稟
請
し
た
」こ
と
も
あ
っ
た
も
の
の
、「
豫

算
の
關
係
上
」長
ら
く
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た（
１２
）。
し
か
し
、

「
何
時
迄
も
之
を
放
置
す
る
」
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、「
航

行
の
安
全
を
期
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
高
雄
州
水
産
会
で

は
１
９
２
８
年
3
月
に
同
会
通
常
総
会
に
お
い
て
独
力
で
同
島

図 ２　琉球嶼灯台
出所） 勝山吉作『台湾紹介最新写真集』、１93１年から転載

したもの。
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場
所
で
灯
台
と
し
て
の
役
割
を
担
い
続
け
て
い
る（
１9
）。

４
　
築
港
計
画
と
工
事

⑴
　
計
画
立
案
の
経
緯

　

琉
球
嶼
に
漁
船
の
避
難
港
を
建
設
す
る
こ
と
は
地
方
漁
民
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
高
雄
港
を
根
拠
と
し
て
南
方
漁
場
で
活
躍

す
る
漁
業
者
に
と
っ
て
も
「
齊
し
く
要
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
」（
２０
）。

　

本
島
は
海
岸
線
に
恵
ま
れ
ず
、
沖
合
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
は

暗
礁
が
散
在
し
て
船
舶
の
停
泊
及
び
着
岸
に
適
し
て
い
な
か
っ

た
。
わ
ず
か
に
白
砂
尾
・
杉
船
路
・
大
藔
・
天
台
等
の
海
岸
は

湾
入
箇
所
が
あ
り
、
上
陸
が
比
較
的
容
易
な
状
況
に
過
ぎ
な
か

っ
た（
２１
）。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
総
督
府
で
は
こ
れ
ら
の
海

岸
の
中
で
避
難
港
の
建
設
予
定
地
と
し
て
最
適
な
場
所
を
選
定

す
る
べ
く
以
上
の
４
つ
の
海
岸
に
お
け
る
詳
細
な
港
湾
調
査
を

実
施
し
た
。

　

各
海
岸
に
お
い
て
、
避
難
港
築
造
の
計
画
工
法
等
を
比
較
考

究
し
た
結
果
、
白
砂
尾
海
岸
が
最
適
で
あ
る
と
の
結
論
が
出
さ

れ
た
。こ
の
こ
と
を
受
け
て
同
地
で
は
、さ
ら
に
地
形
・
地
質
・

気
象
・
潮
汐
及
び
潮
流
・
漂
砂
等
の
詳
細
な
調
査
が
実
施
。
同

調
査
結
果
に
基
づ
い
て
実
際
の
避
難
港
築
造
の
た
め
の
計
画
が

立
案
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

灯
台
の
建
設
は
国
家
に
よ
っ
て
経
営
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ

る
と
し
て
「
日
本
政
府
が
灯
台
建
設
を
主
体
的
な
近
代
化
事
業

の
柱
の
一
つ
と
し
て
、
中
央
集
権
的
に
進
め
た
」
こ
と
か
ら
、

日
本
内
地
だ
け
で
な
く
朝
鮮
及
び
満
州
に
お
い
て
も
私
設
の
許

可
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た（
１７
）。

　

し
か
し
台
湾
に
お
い
て
は
１
８
９
８
年
５
月
に
制
定
さ
れ
た

台
湾
航
路
標
識
規
則
に
よ
り
「
個
人
又
は
公
共
團
體
に
於
て
燈

台
を
建
設
せ
ん
と
す
る
と
き
は
總
督
の
許
可
を
得
べ
し
」
と
の

規
程
が
定
め
ら
れ
て
い
た（
１8
）。
そ
し
て
先
述
し
た
通
り
本
稿

で
取
り
上
げ
る
琉
球
嶼
で
建
設
さ
れ
た
灯
台
は
、
民
間
に
よ
り

建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
灯
台
は
台
湾
航
路
標
識
規
則

に
基
づ
い
て
公
共
団
体
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
初
の
事
例
と
な

っ
た
。

　

さ
ら
に
は
近
代
以
降
、
民
間
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
日
本
統

治
下
の
台
湾
で
初
め
て
の
灯
台
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
加
え
て
同
灯
台
の
建
設
以
降
、
戦
前
に
お
い
て
は

台
湾
同
様
、
大
日
本
帝
国
下
に
あ
っ
た
朝
鮮
や
樺
太
等
で
も
同

様
の
事
例
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
時
代
に
お
け
る
唯
一
の

灯
台
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。し
た
が
っ
て
、

本
灯
台
の
建
設
を
巡
る
動
き
は
、
従
来
の
灯
台
建
設
の
役
割
と

定
義
を
揺
さ
ぶ
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ち
な
み
に
同
灯
台
は
現
在
に
お
い
て
も
建
設
さ
れ
た
当
時
の
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② 

両
防
波
堤
の
内
部
に
8
，１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
錨
地

を
整
備

　

③ 

第
3
防
波
堤
延
長
２５
メ
ー
ト
ル
を
築
造
。

　

④ 

②
で
得
ら
れ
た
錨
地
を
２
分
し
、
５
，８
０
０
メ
ー
ト
ル

を
内
港
に
、２
，３
０
０
メ
ー
ト
ル
を
外
港
と
位
置
付
け
る
。

　

同
計
画
区
域
内
の
海
浜
は
海
上
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

っ
て
岩
礁
が
広
が
り
、
水
深
干
潮
面
近
い
も
の
ま
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
以
上
の
第
１
・
２
・
3
防
波
堤
は
こ
れ
ら
の
岩
礁
を
基

礎
と
し
て
築
造
で
き
る
点
が
利
点
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　

ま
ず
第
１
防
波
堤
は
主
に
北
な
い
し
東
か
ら
の
波
浪
を
防
止

す
る
目
的
で
建
設
さ
れ
た
が
、
同
防
波
堤
の
基
礎
を
成
す
岩
礁

は
、
堤
の
外
ま
で
広
が
っ
て
お
り
、
堤
頭
部
に
お
い
て
２５
メ
ー

ト
ル
、
根
部
に
お
い
て
は
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
沖
合
ま
で
及
ん

で
い
た
。
そ
の
た
め
堤
体
に
向
か
っ
て
襲
来
す
る
波
浪
は
い
っ

た
ん
、
こ
れ
ら
の
岩
礁
に
よ
っ
て
破
砕
さ
れ
、
堤
体
は
わ
ず
か

に
そ
の
余
勢
を
受
け
る
に
す
ぎ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
第
１
防
波
堤
は
頭
部
を
、
や
や
強
固
な
構
造
に
す
れ
ば
根
部

に
お
い
て
は
や
や
軽
少
な
構
造
と
し
て
も
、
十
分
防
波
堤
と
し

て
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
た
。

　

つ
づ
い
て
第
２
防
波
堤
は
主
に
北
東
な
い
し
東
南
か
ら
襲
来

す
る
波
浪
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
第
１
防
波
堤
同
様

⑵
　
計
画
概
要

　

総
督
府
に
よ
っ
て
立
案
さ
れ
た
同
計
画
の
概
要
は
以
下
の
通

り
で
あ
っ
た（
２２
）。ま
た
同
計
画
図
は
図
3
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　　

① 

第
１
防
波
堤
延
長
１
８
５
メ
ー
ト
ル
・
第
２
防
波
堤
延
長

8０
メ
ー
ト
ル
を
築
造
。

図 ３　琉球嶼避難港計画図
出所） 台湾総督府交通局道路港湾課『琉球嶼避難港調査書』、１9

33年から転載したもの。
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と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た（
２４
）。

　

以
上
の
よ
う
に
同
島
に
漁
港
及
び
避
難
港
を
建
設
す
る
こ
と

は
地
方
漁
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
高
雄
港
を
根
拠
と
し
て
南

方
漁
場
者
も
「
齊
し
く
要
望
す
る
」
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

高
雄
州
当
局
に
お
い
て
も
、
実
現
を
期
す
べ
く
１
９
３
３
年
か

ら
活
動
を
続
け
て
き
た
が
、
同
港
建
設
も
先
述
し
た
灯
台
建
設

の
時
と
同
様
「
予
算
の
關
係
上
」
す
ぐ
に
実
現
に
至
る
こ
と
は

な
か
っ
た（
２５
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
島
は
南
洋
漁
場
に
通
じ
る
要
地
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
高
雄
港
を
根
拠
と
す
る
漁
船
が
頻
繁
に
往
来
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
漁
船
に
と
っ
て
同
島
に
避
難
港

が
あ
れ
ば
「
絶
對
安
全
を
保
た
れ
る
こ
と
が
出
来
」
た（
２６
）。

さ
ら
に
は
７０
隻
余
り
の
地
元
漁
船
も
暴
風
雨
の
時
、
遠
く
離
れ

た
東
港
や
高
雄
港
等
に
避
難
し
、
そ
の
途
中
で
遭
難
す
る
憂
い

が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、「
漁
業
南
進
の
大
局
」
か
ら
見
て
も

同
島
に
避
難
港
を
建
設
す
る
こ
と
は「
多
分
の
必
要
性
を
有
し
」

た
事
業
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
実
現
を
求
め
る
声
が
同
島
内
外

で
高
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
高
雄
州
水
産
会
で
は
、

次
年
度
は
総
督
府
か
ら
の
補
助
を
仰
ぎ
、
同
計
画
を
実
現
す
る

べ
く
総
督
府
高
雄
築
港
出
張
所
に
委
嘱
し
て
漁
港
築
造
の
計
画

図
を
作
成
し
、
補
助
申
請
の
手
続
き
を
取
る
こ
と
と
な
っ
た

（
２７
）。

外
側
に
相
当
の
岩
礁
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
た
だ
当
該
堤
に
向

か
っ
て
襲
来
す
る
波
浪
は
暴
風
時
に
は
相
当
強
い
も
の
が
あ
る

こ
ろ
か
ら
、
そ
の
頭
部
は
水
深
２
・
６
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
位

置
に
築
造
す
る
必
要
が
あ
り
、「
最
強
剛
ナ
ル
」
構
造
を
必
要

と
し
た（
２3
）。
第
3
防
波
堤
は
暴
風
時
に
第
１
・
第
２
両
堤
間

の
水
路
を
通
過
し
て
く
る
波
浪
を
遮
断
・
防
止
し
て
内
港
を
静

穏
に
保
つ
こ
と
目
的
と
す
る
と
と
も
に
平
穏
時
に
は
荷
役
用
に

使
用
す
る
や
役
割
も
担
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
第
１
・
第
２
両
堤
頭
間
に
幅
２５
メ
ー
ト
ル
の
水
路
を

設
置
し
漁
船
の
出
入
口
と
し
、
内
港
の
錨
地
約
５
，８
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
に
お
い
て
本
島
在
籍
の
発
動
機
船
４７
隻
を
収
容

し
、
さ
ら
に
外
港
錨
地
約
２
，３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
は
他

港
在
籍
の
漁
船
が
避
難
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
。

在
籍
漁
船
の
喫
水
に
対
し
て
は
、
錨
地
水
深
１
・
8
メ
ー
ト
ル

で
足
り
る
と
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
暴
風
時
に
お
け
る
港
内
波

動
の
影
響
を
考
慮
し
て
な
い
外
港
共
に
標
準
水
深
を
干
潮
面
以

下
２
・
４
メ
ー
ト
ル
と
定
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

加
え
て
、
入
港
漁
船
の
荷
役
竝
碇
泊
等
の
便
を
図
り
、
な
お

か
つ
水
深
維
持
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
か
ら
護
岸
及
び
土
留
工

園
長
１
６
０
メ
ー
ト
ル
を
築
造
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
う
し
て

防
波
堤
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
船
溜
は
、
ジ
ャ
ン
ク
船
等
の
常
泊

地
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
上
陸
す
る
上
で
も
「
便
セ
シ
ム
」
こ

，
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義
に
つ
い
て
明
ら
か
に
で
き
た
点
で
あ
る
。
周
辺
海
域
を
航
行

及
び
操
業
す
る
船
舶
の
安
全
を
確
保
す
る
目
的
で
同
島
に
設
置

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
灯
台
は
、
民
間
の
手
に
よ
っ
て
建
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
当
時
に
お
い
て
近
代
化
の
一

環
と
し
て
国
家
事
業
で
進
め
ら
れ
て
い
た
灯
台
建
設
事
業
の
中

で
、
民
間
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
本
灯
台
は
日
本
統
治
下
の
台

湾
で
初
と
な
る
事
例
で
あ
っ
た
。同
灯
台
は
現
在
に
お
い
て
も
、

そ
の
役
割
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
同
海
域
を
航
行
す
る
船
舶
の

安
全
な
航
行
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

２
点
目
は
、
同
島
で
進
め
ら
れ
た
漁
港
・
避
難
港
建
設
計
画

の
詳
細
と
工
事
内
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
で
き
た
点
で
あ
る
。

同
島
で
は
、
漁
港
と
し
て
、
さ
ら
に
は
避
難
港
と
し
て
の
役
割

を
担
う
べ
く
、
同
地
の
自
然
地
理
状
況
を
詳
細
に
調
査
し
て
上

で
、
同
地
に
適
し
た
築
港
計
画
が
立
案
さ
れ
、
工
事
が
実
施
さ

れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
同
港
築
港
計
画
は
、
予
算
の
都
合
で
実
現
が
延
期
さ

れ
て
い
た
も
の
の
、
同
島
の
地
理
的
条
件
を
鑑
み
て
、
そ
の
必

要
性
を
見
出
し
て
い
た
高
雄
州
水
産
会
等
が
補
助
金
の
申
請
や

予
算
獲
得
の
た
め
の
調
査
実
施
及
び
計
画
立
案
を
行
っ
た
こ
と

が
、
実
際
工
事
実
現
に
少
な
か
ら
ず
つ
な
が
っ
た
と
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
は
、
上
述
の
灯
台
建
設
と
共
通
し
て

い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
も
従
来
の
研
究
で

　

こ
う
し
た
動
き
が
功
を
奏
し
、
総
督
府
か
ら
の
補
助
を
得
た

同
島
築
港
計
画
は
、
１
９
３
６
年
度
高
雄
州
の
予
算
に
計
上
さ

れ
、
同
年
１１
月
２５
日
に
起
工
の
運
び
と
な
っ
た（
２8
）。

　

そ
し
て
同
日
、
総
督
府
か
ら
殖
産
局
長
代
理
、
州
か
ら
は
内

海
知
事
・
高
橋
警
務
部
長
・
鈴
樹
地
方
課
長
・
家
村
勧
業
課

長
・
関
口
技
師
・
築
港
か
ら
は
山
下
所
長
・
日
岡
技
師
・
大
塚

技
師
・
、
地
方
か
ら
は
東
港
郡
守
・
琉
球
庄
長
・
そ
の
他
古
賀

日
本
食
料
高
雄
出
張
所
長
・
高
添
高
雄
漁
業
協
同
組
合
専
務
理

事
・
村
井
海
人
草
組
合
専
務
理
事
等
、
約
７０
名
が
列
席
し
、
起

工
式
が
開
催
さ
れ
た
。

　

同
年
に
完
成
し
た
第
１
・
２
・
3
防
波
堤
及
び
港
湾
設
備
は
、

１
９
４
５
年
に
日
本
が
敗
戦
し
た
後
8０
年
以
上
を
経
た
現
在
で

も
現
存
し
、
同
島
白
沙
尾
漁
港
と
し
て
漁
港
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る（
２9
）。

５
　
お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
戦
前
の
台
湾
に
お
け
る
琉
球
嶼
で
建
設
さ
れ
た
灯

台
と
避
難
港
と
し
て
の
設
備
に
つ
い
て
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ

の
詳
細
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
き
た
。

　

本
研
究
の
成
果
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
大
き

く
次
の
3
点
で
あ
る
。

　

ま
ず
１
点
目
は
、
琉
球
嶼
で
建
設
さ
れ
た
灯
台
の
歴
史
的
意

，
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（
５
）　 

前
掲
論
文（
１
）、
ｐ
．４１

（
６
）　 

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
広
報
課
『
し
ま
』
3０（
１
）（
１
１

８
）、
１
９
８
４
年
、
ｐ
．７１
。
同
島
の
標
高
が
低
く
、

同
島
が
波
間
を
漂
流
す
る
球
の
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら「
琉
球
」と
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
と
の
説
も
あ
る『
台

湾
燈
台
図
鑑
』、
ｐ
．１
１
８
。

（
７
）　 

台
湾
総
督
府
交
通
局
道
路
港
湾
課
『
琉
球
嶼
避
難
港
調

査
書
』、
１
９
３
３
年

（
8
） 　

同
上

（
9
） 　

同
上

（
１０
）　 

海
防
生「
琉
球
嶼
燈
臺
に
就
て
」『
台
湾
逓
信
協
会
雑
誌
』

8５
号
、
１
９
２
８
年
、
ｐ
．１
２
８

（
１１
）　 

漁
郎
「
琉
球
嶼
行
」『
高
雄
州
時
報
』
６
号
、
１
９
２

９
年
、
ｐ.

４3

（
１２
） 　

同
上

（
１3
） 　

前
掲
記
事（
１０
）、
ｐ
．１
２
０

（
１４
） 　

同
上

（
１５
）　 

漁
郎
「
琉
球
嶼
行
」『
高
雄
州
時
報
』
６
号
、
１
９
２

９
年
、
ｐ
．４７

（
１６
） 　

同
上

（
１７
） 　

前
掲
書（
４
）、
ｐ
．５６

（
１8
） 　

前
掲
記
事
、
ｐ
ｐ
．１
２
０

－

１
２
１

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
戦
前
に
建
設
さ
れ
た

同
港
施
設
は
、
現
在
に
お
い
て
も
現
存
し
、
漁
港
と
し
て
の
機

能
を
果
た
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
同
島
で
灯
台
建
設
や
築
港
計
画
の
立
案
や
建
設
に

携
わ
っ
た
技
術
者
や
組
織
に
関
し
て
は
、
本
稿
で
は
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
同
地
に
お
け
る
灯

台
建
設
及
び
築
港
経
験
が
、
戦
後
の
台
湾
や
、
さ
ら
に
は
日
本

で
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
否
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
も
、
解
明
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は

今
後
の
研
究
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

注（
１
）　 

金
岡
丈
夫
・
国
分
直
一
「
小
琉
球
嶼
に
於
け
る
先
史
遺

跡
」『
水
産
講
習
所
研
究
業
績
』
第
２
０
８
号
、
１
９

５
７
年
、
ｐ
ｐ
．４１

－
４６

（
２
）　  

片
倉
佳
史
『
古
写
真
が
語
る
台
湾
日
本
統
治
時
代
の
５０

年
１
８
９
５

－
１
９
４
５
年
』、
２
０
１
５
年
、
ｐ
ｐ
．

２
１
３

－
２
１
４

（
3
）　 

海
上
保
安
庁
灯
台
部
『
日
本
燈
台
史 

―
１
０
０
年
の

歩
み
―
』、
１
９
６
９
年

（
４
）　  

谷
川
竜
一
『
灯
台
か
ら
考
え
る
海
の
近
代
』
京
都
大
学

学
術
出
版
会
、
２
０
１
６
年



—  ４７  —

（
１9
）　 

中
華
民
国
交
通
部
観
光
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
令
和
５
年

４
月
７
日
閲
覧
）

　
　
　

 https://jp.taiw
an.net.tw

/m
１.aspx?sN

o
=
０００3１２２&

id=
A

１２-００１４０

（
２０
）　 『
ま
こ
と
』
第
２
０
３
号
、
１
９
２
２
年
２
月
４
日
、

ｐ
．６

（
２１
） 　

前
掲
書（
７
）

（
２２
） 　

同
上

（
２3
） 　

同
上

（
２４
）　 

海
軍
省
水
路
部
『
台
湾
南
西
諸
島
水
路
誌
』、
１
９
４

１
年
、
ｐ
．２
１
４

（
２５
） 　

前
掲
記
事（
２０
）、
ｐ
．６

（
２６
） 　

同
上

（
２７
） 　

同
上

（
２8
）　 

高
雄
水
産
会
『
高
雄
州
水
産
会
報
』、
第
１５
号
、
１
９

３
６
年
、
ｐ
．６５

（
２9
）　 

中
華
民
国
交
通
部
觀
光
局
大
鵬
灣
國
家
風
景
區
管
理
處

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
令
和
５
年
４
月
５
日
閲
覧
）

　
　
　

 https://w
w
w
.dbnsa.gov.tw

/Scenery-Content.
aspx?lang=１&

sno=０４００６７２3

尻屋埼

入道埼

塩屋埼
犬吠埼

野島埼

観音埼
初島

御前埼
潮岬

都井岬

安乗埼
大王埼

出雲日御碕
角島

残波岬

平安名埼

のぼれる灯台（野島埼灯台）

全国賛助会員 〔年会費 3,000円〕
全国16ヶ所の「のぼれる灯台」年間パスポート

地域賛助会員 〔年会費 1,000円〕
「のぼれる灯台」1ヶ所限定年間パスポート

住所：〒105-0003 東京都港区西新橋1-14-9西新橋ビル3F
電話： 03-3501-1054

のぼれる灯台受付窓口にて
入会受付中！

「のぼれる灯台」サポーター募集
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文
化
の
導
入
の
理
念
が
強
く
求
め
ら
れ
、
西
洋
文
化
の
通
り
道

と
し
て
の
安
全
な
海
上
航
路
を
確
保
す
る
た
め
西
洋
式
大
型
灯

台
（
洋
式
灯
台
）
が
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

洋
式
灯
台
が
西
洋
文
化
の
導
入
と
言
う
意
味
合
い
で
も
あ
っ

た
わ
け
で
し
ょ
う
。
時
代
的
に
は
「
黒
船
来
航
」
の
時
代
で
も

あ
り
当
時
の
明
治
政
府
は
厳
し
い
判
断
が
求
め
ら
れ
る
中
で
の

「
西
洋
に
追
い
付
け
追
い
越
せ
」
の
施
策
で
も
あ
っ
た
わ
け
で

し
ょ
う
。　

そ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
、
環
境
の
元
に
弓
な
す
日

本
列
島
か
ら
列
島
周
辺
の
各
諸
島
に
大
型
灯
台
が
整
備
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

　

本
誌
令
和
５
年
５
月
号
の
屋
久
島
灯
台
と
の
出
合
⑴
に
も
紹

介
し
ま
し
た
が
本
州
の
中
央
の
観
音
崎
に
始
ま
り
、
九
州
西
岸

海
域
か
ら
南
西
諸
島
に
か
け
ま
し
て
日
清
戦
争
後
の
戦
後
処
理

で
の
台
湾
航
路
開
設
の
た
め
に
奄
美
沖
縄
を
経
由
す
る
我
が
国

へ
の
主
要
航
路
の
一
つ
で
あ
っ
た
南
西
諸
島
海
域
に
沢
山
の
大

型
沿
岸
灯
台
が
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ま
た
ま
た
、
御
縁
と
言
う
か
偶
然
の
め
ぐ
り
あ
わ

せ
の
流
れ
の
中
で
、
私
が
海
上
保
安
学
校
を
卒
業
し
各
管
区
、

航
路
標
識
事
務
所
の
転
勤
を
重
ね
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
灯

台
部
監
理
課
に
籍
を
置
き
ま
し
た
。

　

責
任
あ
る
職
責
に
つ
き
ま
し
て
か
ら
四
年
目
に
あ
た
る
平
成

八
年
に
は
日
清
戦
争
後
の
戦
後
処
理
で
の
台
湾
航
路
開
設
の
た

　

私
達
戦
後
生
ま
れ
の
世
代
が
燈
台
官
吏
養
成
所
の
伝
統
を
繋

い
で
い
る
海
上
保
安
学
校
灯
台
科
一
七
期
生
が
二
年
間
の
教
育

を
終
え
卒
業
し
各
管
区
の
航
路
標
識
事
務
所
に
赴
い
た
の
は
昭

和
四
十
四
年
の
春
、
灯
台
の
歴
史
で
は
大
変
な
節
目
の
年
で
あ

っ
た
こ
と
を
海
上
保
安
庁
灯
台
部
で
の
職
を
勤
め
上
げ
十
六
年

を
経
過
し
今
に
な
っ
て
強
く
認
識
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

我
が
国
が
江
戸
時
代
の
幕
末
か
ら
明
治
維
新
の
激
動
期
を
乗

り
越
え
、
当
時
の
人
類
文
化
の
先
進
地
と
言
え
る
西
洋
諸
国
に

「
追
い
つ
け
追
い
越
せ
」
で
始
ま
っ
た
明
治
維
新
で
あ
り
洋
式

灯
台
の
整
備
が
そ
の
施
策
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
学
ん

で
き
て
い
て
「
１
０
０
年
の
あ
ゆ
み
」
の
元
年
は
洋
式
灯
台
の

第
１
号
、
観
音
埼
灯
台
の
初
点
灯
明
治
二
年
一
月
十
日
を
始
ま

り
と
し
て
「
日
本
燈
台
史
」
が
編
集
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
初
期
に
は
先
ほ
ど
に
も
表
現
し
ま
し
た
「
西
洋
に
追
い

付
け
追
い
越
せ
」
の
政
策
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
元
、
西
洋

屋
久
島
灯
台
で
の
出
合

　
⑵ �
地
域
の
絆
が
導
い
た�

屋
久
島
灯
台
点
灯
百
周
年
記
念
式
典

�

普
通
会
員
　
岩
尾
　
亮
二
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ら
相
談
が
あ
り
、
全
面
的
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
書
籍
は
鹿
児
島
市
か
ら
十
島
村　

種
子
島　

屋
久
島　

奄

美
大
島　

喜
界
島　

徳
之
島　

沖
永
良
部
島　

与
論
島
へ
の
航

路
が
紹
介
さ
れ
各
島
の
港
湾
す
べ
て
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
二
百

七
十
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
書
籍
で
す
。

　

十
管
区
内
で
点
灯
百
周
年
を
迎
え
た
大
型
灯
台
は
、
甑
島
列

島
の
釣
掛
埼
灯
台
、
南
西
諸
島
の
屋
久
島
灯
台
、
そ
し
て
奄
美

本
島
西
岸
の
曾
津
高
埼
灯
台
が
該
当
し
ま
す
。
点
灯
か
ら
百
年

の
間
、絆
が
十
分
に
育
ま
れ
私
達
世
代
は
様
々
な
交
流
や
話
題
、

め
に
九
州
西
岸
海
域
か
ら
奄
美
沖
縄
を
経
由
す
る
我
が
国
へ
の

主
要
航
路
の
南
九
州
か
ら
南
西
諸
島
海
域
に
沢
山
の
沿
岸
標
識

と
し
て
整
備
さ
れ
た
大
形
沿
岸
標
識
と
し
て
の
灯
台
が
点
灯
百

周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
鹿
児
島
県
行
政
は
離
島
振
興
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

同
県
の
教
育
委
員
会
は
「
歴
史
の
道
調
査
報
告
書　

第
３
集
、

海
の
道
」
を
編
集
し
出
版
し
て
い
ま
す
。
当
調
査
報
告
書
は
、

国
庫
補
助
の
基
に
鹿
児
島
県
が
歴
史
的
に
進
め
ら
れ
て
こ
ら
れ

た
経
済
、
文
化
の
流
れ
を
文
書
化
す
る
目
的
で
始
め
ら
れ
、
宮

崎
県
、
熊
本
県
か
ら
の
陸
路
を
超
え
て
の

調
査
で
し
た
。「
海
の
道
」
で
す
か
ら
、

当
然
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
灯
台
部
へ

も
考
え
方
や
航
路
整
備
の
歴
史
、
灯
台
の

整
備
の
歴
史
等
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
か

海の海図

海の道書籍写真

海の道海図

メガ埼灯台

屋久島灯台

曾津高埼灯台 笠利埼灯台

奄美大島

沖縄

種子島

釣掛埼灯台
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し
て
い
る
保
安
部
に
は
燈
台
課
が
あ
り
、
航
路
標
識
事
務
所
長

会
議
に
は
灯
台
課
長
が
出
席
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
然
に
近
く

予
定
さ
れ
る
事
務
所
長
会
議
に
は
保
安
部
長
さ
ん
の
出
席
を
御

願
い
し
議
論
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
燈
台
が
立
地
す
る
地
方
行

政
か
ら
「
記
念
式
典
」
を
と
の
声
が
管
区
本
部
へ
直
接
届
き
、

屋
久
島
灯
台
、
曾
津
髙
埼
灯
台
は
地
元
地
方
行
政
で
あ
る
上
屋

久
町
、
瀬
戸
内
町
が
中
心
に
な
っ
て
沢
山
の
来
賓
の
皆
様
方
を

お
迎
え
し
て
立
派
な
記
念
式
典
の
開
催
と
な
っ
た
事
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
記
念
式
典
に
つ
い
て
は
令
和
元
年
七
月
号
の
本
誌
に

「
曾
津
高
埼
燈
台
と
の
出
合
」（
そ
の
５
）に
お
い
て「
曾
高
埼
燈

台
点
灯
百
周
年
」
と
題
し
、
屋
久
島
灯
台
の
式
典
に
つ
い
て
も

紹
介
済
み
で
あ
り
、
今
回
は
屋
久
島
燈
台
点
灯
百
周
年
記
念
式

典
を
地
元
上
屋
久
町
が
中
心
に
な
っ
て
燈
台
と
地
域
の
絆
が
導

き
実
施
に
至
っ
た
点
を「
絆
」を
中
心
に
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

航
路
標
識
事
務
所
長
さ
ん
、
保
安
部
長
さ
ん
は
灯
台
部
の
広

報
広
聴
業
務
の
展
開
の
必
要
性
を
十
分
理
解
し
て
お
ら
れ
地
域

行
政
等
と
の
打
ち
合
わ
せ
、
摺
合
せ
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
特
に
屋
久
島
灯
台
の
立
地
す
る
上
屋
久
町
か
ら
は
鹿
児
島

県
と
も
連
携
し
て
海
事
関
係
諸
団
体
等
の
参
加
の
基
に
「
協
賛

会
」を
設
立
し
取
り
組
み
た
い
と
言
う
声
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

協
賛
会
に
は
、
先
ず
鹿
児
島
県
行
政
の
漁
港
課
、
水
産
振
興
課
、

灯
台
と
地
域
と
の
絆
は
聞
き
及
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
当
時
、

私
達
の
航
路
標
識
業
務
で
は
海
の
情
報
発
信
業
務
が
新
た
な
業

務
と
し
て
開
始
さ
れ
気
象
・
海
象
情
報
や
海
上
工
事
、
漁
船
の

操
業
状
況
な
ど
海
の
安
全
情
報
、
潮
汐
や
「
日
の
出
・
日
の
入

情
報
」
の
ほ
か
、
海
難
発
生
の
状
況
や
海
上
で
の
避
難
勧
告
、

航
路
標
識
の
異
常
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
で
知

る
こ
と
が
出
来
る
海
の
情
報
発
信
業
務
が
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
業
務
と
命

名
さ
れ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
業
務
の
開
始
に
当
た
っ
て
は
本
庁
、
管
区

本
部
で
の
業
務
研
修
等
で
も
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
様
々
な
機
会

に
お
い
て
研
修
も
行
わ
れ
る
等
、
航
路
標
識
業
務
の
質
の
向
上

の
為
に
取
り
組
ん
だ
記
憶
が
残
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
各
職
員
が

広
報
広
聴
業
務
と
し
て
努
力
義
務
で
あ
っ
た
業
務
が
、
航
路
標

識
行
政
シ
ス
テ
ム
と
し
て
整
備
さ
れ
時
代
の
流
に
沿
っ
た
高
度

な
海
の
広
報
広
聴
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
た
と
言
え
る
の

で
し
ょ
う
。
灯
台
部
監
理
課
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
む
所
掌

業
務
で
も
あ
り
、
地
域
行
政
等
と
の
係
わ
り
も
重
要
な
業
務
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
地
域
大
型
灯
台
の
点
灯

百
周
年
記
念
式
典
は
、
地
域
行
政
と
肩
を
組
ん
で
進
め
る
の
に

最
も
適
切
な
事
項
で
あ
る
と
関
心
を
抱
い
て
い
ま
し
た

　

当
時
は
年
間
行
事
と
し
て
、
航
路
標
識
事
務
所
長
会
議
が
年

に
一
回
の
計
画
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
航
路
標
識
業
務
を
所
掌
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の
諸
団
体
の
協
賛
は
広
が
り
を
感
じ
ま
す
が
県
行
政
、
地
方
自

治
体
関
係
の
協
賛
に
は
限
り
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
本
当
に
上

屋
久
町
に
は
感
謝
、
感
謝
の
思
い
で
進
め
て
行
っ
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
記
念
式
典
は
大
勢
の
方
が
集
う
こ
と
を
中
心

に
宮
之
浦
港
か
ら
灯
台
ま
で
の
陸
路
の
往
復
の
交
通
便
を
準
備

し
出
席
者
の
方
々
が
困
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
結
果
沢

山
の
出
席
が
あ
り
、
宮
之
浦
港
と
屋
久
島
灯
台
間
の
移
動
手
段

に
上
屋
久
町
及
び
海
保
の
車
だ
け
で
は
、
や
り
く
り
が
つ
か
ず

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
準
備
し
た
記
憶
が
残
り
ま
す
。
記
念
式
典
は

屋
久
島
灯
台
の
待
息
所
跡
地
が
か
な
り
広
く
残
さ
れ
て
お
り
、

其
処
に
テ
ン
ト
を
張
り
当
時
、
同
灯
台
を
管
理
し
て
い
た
鹿
児

島
航
路
標
識
事
務
所
、
そ
し
て
上
屋
久
町
の
職
員
の
方
々
が
て

き
ぱ
き
と
進
行
作
業
を
進
め
て
お
ら
れ
た
様
子
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

　
　
屋
久
島
の
燈
台
き
ず
な
集
い
来
て
　

　
　
　
　
　
　
磯
の
山
並
み
喜
び
む
か
え
し

　

今
に
な
っ
て
当
時
の
状
況
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
屋
久
島
灯

台
と
地
元
行
政
、
特
に
地
域
と
の
絆
は
特
別
な
力
強
さ
が
あ
っ

た
こ
と
に
気
付
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
特
に
「
屋
久
島
灯
台

と
の
出
合
⑴
で
紹
介
し
ま
し
ま
し
た
国
立
電
波
高
校
を
卒
業
さ

れ
昭
和
三
〇
年
代
に
屋
久
島
灯
台
で
勤
務
さ
れ
昭
和
四
十
四
年

に
私
が
海
上
保
安
学
校
を
卒
業
し
初
任
の
地
「
野
間
池
ロ
ラ
ン

鹿
児
島
県
漁
連
、
そ
し
て
、
奄
美
沖
縄
航
路
に
就
航
し
て
い
る

定
期
旅
客
船
フ
ェ
リ
ー
を
中
心
と
す
る
海
事
関
係
団
体
か
ら
参

加
の
申
し
出
の
電
話
が
あ
り
、
検
討
す
る
時
間
も
許
さ
な
い
ほ

ど
ト
ン
ト
ン
拍
子
で
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
漁
連
か
ら
は
近
日
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
漁

業
施
策
説
明
会
に
、
近
隣
の
各
漁
協
組
合
長
に
も
記
念
式
典
の

開
催
に
つ
い
て
協
賛
会
か
ら
説
明
す
る
こ
と
に
つ
い
て
快
諾
を

い
た
だ
く
ほ
ど
で
あ
り
ま
し
た
。

　

管
区
本
部
と
し
て
は
協
賛
会
の
中
心
を
上
屋
久
町
総
務
課
に

お
願
い
し
本
部
は
支
援
す
る
形
と
し
ま
し
た
。
上
屋
久
町
は
海

上
保
安
庁
の
考
え
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
沢
山
の

方
々
地
域
と
家
族
と
の
絆
を
保
ち
今
が
あ
る
こ
と
を
少
し
で
も

知
っ
て
も
ら
い
た
い
事
を
中
心
に
、
式
典
の
準
備
を
進
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
案
内
状
等
に
つ
い
て
は
協
賛
会
関
係
者
や
地

元
の
方
々
に
つ
い
て
は
協
賛
会
で
事
務
手
続
き
を
進
め
て
い
た

だ
き
、
協
賛
会
以
外
の
行
政
機
関
等
に
つ
い
て
は
十
管
安
本
部

灯
台
部
が
行
う
こ
と
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
屋
久
島
灯
台
で
勤
務

さ
れ
た
先
輩
職
員
、
本
庁
灯
台
部
、
燈
光
会
に
つ
い
て
は
十
管

本
部
総
務
部
の
了
解
を
得
て
進
め
ま
し
た
。
記
念
式
典
の
事
務

局
で
あ
る
協
賛
会
を
上
屋
久
町
に
お
願
い
し
た
の
は
大
正
解
で

し
た
。
海
上
保
安
庁
の
組
織
、
航
路
標
識
事
務
所
、
海
上
保
安

部
の
組
織
に
協
賛
会
の
事
務
局
を
置
い
た
場
合
に
は
海
事
関
係
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た
今
に
な
っ
て
、
先
輩
に
は
屋
久
島
灯
台
で
結
ば
れ
た
絆
で
屋

久
島
特
産
の
ミ
カ
ン
が
送
ら
れ
て
き
た
り
屋
久
島
灯
台
点
灯
百

周
年
記
念
式
典
が
「
新
た
な
絆
」
の
始
ま
り
と
な
っ
た
旨
の
話

が
届
い
て
い
ま
す
。
先
輩
灯
台
守
の
方
々
が
築
き
結
ん
で
こ
ら

れ
た
「
灯
台
と
地
域
の
絆
」
は
色
々
な
形
で
結
ば
れ
、
そ
し
て

様
々
な
形
で
時
代
を
超
え
て
現
在
で
も
実
在
し
て
い
る
こ
と
を

私
の
初
任
の
ロ
ラ
ン
局
で
指
導
教
官
で
あ
っ
た
先
輩
か
ら
導
い

て
頂
く
「
屋
久
島
燈
台
点
灯
百
周
年
記
念
式
典
」
で
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
灯
台
で
作
業
を
進
め
て
い
る
時
に
、

私
達
に
は
地
元
の
方
か
ら
良
く
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
当
時
は

あ
ま
り
深
く
考
え
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
灯
台
と
地
域

の
絆
が
結
び
育
ん
だ
挨
拶
で
あ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
私
が
仕
事
で
関
係
さ
せ
て
も
ら
っ
た
各
灯
台
で
の

出
合
を
振
り
返
り
な
が
ら
記
憶
を
た
ど
り
燈
光
誌
上
に
紹
介
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
振
り
返
り
ま
す
と
灯
台
と
地
域
の
方
々
と
の

「
絆
」
が
自
然
に
思
い
の
中
に
強
く
出
て
き
て
主
題
み
た
い
に

な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。「
絆
」
と
言
う
言
葉
は
私
達
が
家

庭
の
中
で
普
段
使
う
言
葉
と
し
て
は「
親
子
の
絆
」「
夫
婦
の
絆
」

等
が
浮
か
び
ま
す
。
意
味
合
い
と
し
て
は
広
辞
苑
を
開
い
て
み

ま
し
た
。
漢
字
は
ま
ず
「
絆
」「
紲
」
の
二
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
そ
の
ほ
か
に
も
旧
字
体
も
あ
り
「
き
ず
な
」
に
は
奥
の
深

い
使
い
方
が
眠
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
辞
書
で
の
「
絆
」
の
意

局
」
で
の
勤
務
で
同
勤
し
た
先
輩
の
方
で
私
の
指
導
教
官
で
あ

っ
た
先
輩
も
式
典
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
出
席
の
際
、
先

輩
は
出
身
地
九
州
中
部
か
ら
マ
イ
カ
ー
で
来
島
さ
れ
屋
久
島
灯

台
に
着
か
れ
ま
し
た
。
何
と
車
に
は
沢
山
の
お
土
産
が
。
つ
ま

り
、昭
和
三
十
年
代
に
独
身
の
身
で
屋
久
島
灯
台
に
勤
務
さ
れ
、

約
四
十
年
以
上
も
経
過
し
た
後
の
来
島
で
あ
り
、
当
時
お
付
き

合
い
の
あ
っ
た
方
々
と
の
交
流
が
続
い
て
い
て
、
お
土
産
を
持

参
し
て
の
記
念
式
典
出
席
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
式
典
が
終
了

し
先
輩
と
は
永
田
集
落
で
の
民
宿
で
同
室
で
の
宿
泊
と
な
り
眠

り
に
つ
き
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
各
地
転

勤
で
の
出
合
、
絆
の

語
ら
い
と
な
り
、
幸

せ
な
眠
り
に
つ
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
私
の

記
憶
も
薄
ら
い
で
来

て
い
ま
し
て
、
電
話

で
当
時
の
事
を
確
認

し
て
記
述
し
て
い
る

の
で
す
が
、
式
典
か

ら
二
十
年
近
く
過
ぎ

屋久島灯台近年の写真
待息所跡地は舗装され駐車場になっている
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味
は
、
動
物
を
つ
な
ぎ
と
め
る
綱
、「
紲
」
は
断
つ
に
し
の
び

な
い
「
恩
愛
」
離
れ
が
た
い
恩
愛
と
あ
り
ま
し
た
。
確
か
に
普

段
の
使
い
方
と
し
て
「
強
い
繋
が
り
」「
生
涯
切
っ
て
も
切
れ

な
い
関
係
」
等
の
表
現
に
使
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
「
灯
台

と
地
域
の
き
ず
な
」
は
灯
台
の
管
理
業
務
を
生
涯
の
仕
事
に
し

て
い
た
私
が
考
え
る
こ
と
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が

「
離
れ
が
た
い
恩
愛
」
に
近
い
意
味
合
い
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
先
輩
灯
台
守
の
方
々
が
海
で
働
く
方
々
の
安
全
を
確
保
す

る
一
途
な
心
で
信
頼
で
き
る
灯
台
の
灯
火
を
守
り
な
が
ら
海
上

で
の
航
路
の
安
全
を
保
つ
た
め
に
灯
台
の
機
能
を
守
っ
て
き
た

結
果
、
地
域
の
方
々
と
の
間
に
結
ば
れ
た
「
絆
」
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
平
成
十
七
年
の
「
熊
本
百
年
の
燭
光
と
二
つ
の
ユ

ネ
ス
コ
世
界
文
化
産
業
遺
産
候
補
」
の
投
稿
を
皮
切
り
に
、
転

勤
を
重
ね
る
中
で
の
灯
台
と
の
出
会
い
を
二
〇
回
以
上
に
わ
た

っ
て
投
稿
し
て
き
ま
し
た
。
燈
光
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
私
の

勝
手
な
思
い
を
、
私
が
勤
務
し
た
事
務
所
が
管
理
す
る
灯
台
で

経
験
し
た
事
柄
を
「
○
○
灯
台
と
の
出
合
」
の
タ
イ
ト
ル
で
原

稿
を
書
き
会
誌
に
掲
載
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
は
「
み
お
つ
く
し
と
地
域
の
絆
」
と
題
し
ま
し
て
、
私

の
現
場
業
務
で
の
体
験
を
通
じ
て
心
に
と
ど
ま
っ
た
絆
を
ま
と

め
て
紹
介
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

 

「
み
お
つ
く
し
と
地
域
の
絆
」
に
続
き
ま
す
。
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石
狩
灯
台
名
誉
灯
台
長

　

令
和
5
年
６
月
5
日
の
晴
れ
渡
る
青
空
の

下
、
石
狩
灯
台
の
知
名
度
向
上
に
多
大
な
貢

献
を
し
た
と
し
て
、
萩
中
広
樹
小
樽
海
上
保

安
部
長
か
ら
「
石
狩
灯
台
お
兄
さ
ん
」
に
対

し
、
同
灯
台
の
名
誉
灯
台
長
の
称
号
を
授
与

し
ま
し
た
。

　

石
狩
灯
台
お
兄
さ
ん
は
、
石
狩
灯
台
の
妖

精
が
髙
木
順
平
氏
の
体
を
借
り

て
降
臨
し
た
姿
と
の
こ
と
で
、

灯
台
の
一
般
公
開
に
姿
を
現
し

た
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
あ
げ

ら
れ
た
り
す
る
等
、
活
動
は
多

岐
に
渡
り
ま
す
。

　

髙
木
氏
は
平
成
２９
年
の
石
狩

灯
台
１
２
５
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ス
ツ
ア
ー

を
き
っ
か
け
に
、
平
成
３０
年
か
ら
活
動
を
行

っ
て
お
り
、
自
作
し
た
灯
台
風
の
被
り
物
を

着
け
、
顔
を
赤
白
に
塗
り
、
赤
白
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
着
て
一
般
公
開
な
ど
に
登
場
し
て
き
ま

し
た
。
活
動
開
始
当
初
は
石
狩
市
の
商
工
労

働
観
光
課
職
員
だ
っ
た
と
い
う
髙
木
氏
。
て

っ
き
り
仕
事
の
一
環
な
の
か
と
思
い
き
や
、

実
際
に
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
を
使
っ
て

い
る
と
い
う
の
で
す
か
ら
頭
の
下
が
る
思
い

で
す
。
勤
務
先
が
図
書
館
と
な
っ
た
今
で
も

そ
の
活
動
方
針
は
変
わ
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、

手
作
り
缶
バ
ッ
ジ
を
一
般
公
開
に
来
た
方
々

に
配
る
な
ど
、
よ
り
精
力
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
目
を
惹
く
赤
と
白
の
横
縞
メ
イ
ク

は
、も
ち
ろ
ん
石
狩
灯
台
の
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
。

昭
和
３２
年
に
映
画
『
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
年

月
』
の
ロ
ケ
地
に
選
ば
れ
た
同
灯
台
は
、
カ

ラ
ー
映
画
の
走
り
と
し
て
の
視
覚
効
果
を
狙

っ
て
、
当
初
の
黒
白
か
ら
赤
白
に
塗
り
替
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
降
雪
時
の
視
認
性

が
良
い
と
し
て
、
順
次
、
他
の
灯
台
も
赤
白

に
塗
り
替
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
、当
時
の
最
先
端
だ
っ
た
灯
台
は
、

現
在
で
は
道
内
で
唯
一
、
明
治
に
建
て
ら
れ

た
燈
塔
を
残
す
灯
台
で
す
。

　

新
旧
感
慨
深
い
配
色
で
あ
る
赤
白
を
「
妖

精
降
臨
の
儀
」
と
し
て
髙
木
氏
に
メ
イ
ク
す

る
の
は
、
石
狩
観
光
協
会
の
野
村
彩
夏
氏
。

同
氏
は
石
狩
灯
台
お
兄
さ
ん
の
公
式
イ
ラ
ス

ト
も
担
当
す
る
な
ど
、
多
様
な
才
能
を
持
つ「赤白つけようぜ」

左から：うみまる、小
樽海上保安部長　萩中
広樹、石狩灯台お兄さ
ん　髙木順平、石狩灯
台お兄さん協力者　野
村彩夏、小樽海上保安
部次長　峯吉栄治
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方
で
す
。
他
に
も
複
数
の
協
力
者
に
よ
っ
て

実
現
し
て
い
る
同
活
動
は
実
に
６
年
目
を
数

え
、
今
な
お
人
気
は
衰
え
て
い
ま
せ
ん
。
最

初
は
奇
抜
な
出
で
立
ち
に
驚
く
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
話
し
て
み
れ
ば
物
腰
柔
ら
か
く
人

当
た
り
も
丁
寧
で
、
笑
顔
が
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ

な
灯
台
お
兄
さ
ん
の
人
柄
に
惹
か
れ
て
フ
ァ

ン
に
な
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

名
誉
灯
台
長
の
称
号
は
こ
れ
ま
で
、
灯
台

守
に
食
料
や
機
材
を
届
け
て
い
た
漁
業
者

や
、
手
紙
等
を
届
け
て
い
た
郵
便
職
員
等
、

灯
台
の
維
持
管
理
等
に
貢
献
し
て
き
た
方
に

対
し
て
授
与
し
て
き
た
も
の
で
、
今
回
の
授

与
は
や
や
異
色
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
地

元
石
狩
市
民
や
一
部
灯
台
フ
ァ
ン
か
ら
の
支

持
は
厚
く
、
石
狩
灯
台
の
知
名
度
向
上
に
寄

与
し
た
功
績
は
大
き
な
も
の
で
あ
り
、
今
回

の
授
与
と
な
り
ま
し
た
。

　

石
狩
灯
台
お
兄
さ
ん
の
、
今
後
益
々
の
活

躍
を
祈
念
し
、
結
び
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

（
小
樽
海
上
保
安
部
）

今
年
も
始
ま
っ
た
灯
台
一
般
公
開

　

野
間
埼
灯
台
の
航
路
標
識
協
力
団
体「（
一

社
）
美
浜
ま
ち
ラ
ボ
」
が
地
域
振
興
の
た
め
、

昨
年
か
ら
一
般
公
開
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
風
の
強
い
冬
季
は
冬
眠
（
一
般
公
開
の

中
止
）
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
や
っ
と

暖
か
さ
が
戻
っ
て
き
た
Ｇ
Ｗ
に
何
と
か
目
覚

め
、
今
年
も
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

今
年
の
灯
台
一
般
公
開
は
小
雨
が
降
る

中
、
4
月
３０
日
の
地
元
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

か
ら
灯
台
前
の
公
園
（
美
浜
町
所
有
）
に
ベ

ン
チ
寄
贈
の
式
典
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今

ま
で
は
、
海
岸
に
向
い
た
背
も
た
れ
の
あ
る

ベ
ン
チ
が
4
脚
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

腐
食
し
危
険
と
な
っ
た
２
脚
に
つ
い
て
代
替

え
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
ベ
ン
チ
は

樹
齢
８
０
０
年
以
上
の
キ
バ
の
木
を
タ
テ
に

切
っ
た
も
の
で
、
道
路
側
を
向
い
て
座
り
灯

台
を
バ
ッ
ク
に
自
撮
り
を
す
る
若
者
に
は
と

ベンチ寄贈式

自転車置き場

はいポーズ
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点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
対
象
と
な
っ
た
協
力
団
体
は
、「
大

王
埼
灯
台
」
の（
公
社
）燈
光
会
、（
一
社
）じ

ゃ
ま
て
ら
す
及
び
志
摩
市
灯
台
活
用
推
進
協

議
会
並
び
に
「
安
乗
埼
灯
台
」
の（
公
社
）燈

光
会
及
び
志
摩
市
灯
台
活
用
推
進
協
議
会
で

す
。

　

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
（
あ
ま
り
の
暖

か
さ
に
季
節
外
れ
の
蝉
が
鳴
い
て
い
ま
し

た
）、
少
し
強
い
海
風
を
受
け
な
が
ら
、
参

加
者
全
員
に
よ
る
危
険
個
所
の
確
認
、
昨
年

か
ら
の
改
善
点
、
夜
間
公
開
時
の
安
全
対
策

の
強
化
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
安
全
点
検
は
、
新
人
の
Ｓ
官
の
現

場
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
、
連
日
の
安
全
管
理
や

昨
年
の
点
検
時
の
注
意
事
項
な
ど
の
詰
め
込

み
研
修
を
受
け
、
い
ざ
現
場
へ
…

　

最
初
は
緊
張
し
て
臨
ん
だ
も
の
の
、
安
乗

埼
灯
台
で
の
雰
囲
気
は
、
華
麗
な
白
い
灯
台

の
姿
に
魅
了
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
、
少
し
緊
張
が
解

れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

安
乗
埼
灯
台
の
点
検
で
は
、
施
設
の
危
険

し
、
公
園
の
片
隅
に
自
転
車
ス
タ
ン
ド
を
置

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
う
わ
さ
が
広
が
り
、

さ
ら
に
多
く
の
人
た
ち
が
灯
台
に
集
ま
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
5
月
5
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」

に
ち
な
み
、
野
間
埼
灯
台
前
の
公
園
に
“
こ

い
の
ぼ
り
”
を
設
置
し
ま
し
た
。
訪
れ
る
人

は
い
つ
も
と
違
う
景
色
を
写
真
に
収
め
て
い

ま
し
た
。
特
に
子
供
連
れ
の
家
族
に
人
気
が

あ
り
、
何
回
も
ポ
ー
ズ
を
変
え
写
真
を
撮
っ

て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
保
安
部
交
通
課
職
員
は
、
今
後
も

参
観
者
の
安
全
第
一
を
図
り
つ
つ
、
灯
台
を

愛
す
る
人
々
に
寄
り
添
っ
て
い
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

 
（
名
古
屋
海
上
保
安
部
交
通
課
）

　
「
灯
台
参
観
・
見
学
者
の
安
全�

�

の
た
め
に
」　

～
伊
勢
志
摩
編
～

　

鳥
羽
海
上
保
安
部
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
前
の
4
月
１１
日
に
航
路
標
識
協
力
団
体

を
対
象
と
し
た
一
般
公
開
等
に
関
す
る
安
全

て
も
評
判
が
良
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
知
多
半
島
は
自
転
車
ツ
ー
リ
ン
グ

の
メ
ッ
カ
と
な
っ
て
い
て
、
週
末
に
も
な
る

と
灯
台
に
多
く
の
ツ
ー
リ
ン
グ
者
が
立
ち
寄

り
ま
す
。
自
転
車
置
き
場
に
困
っ
て
い
る
と

の
話
を
聞
き
、
ま
ち
ラ
ボ
は
助
成
金
を
使
用こいのぼりと灯台 参観者でにぎわう
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最
後
に
鳥
羽
海
上
保
安
部
は
、
こ
れ
か
ら
も

灯
台
を
訪
れ
る
方
々
の
安
全
確
保
の
た
め
、

航
路
標
識
協
力
団
体
と
連
携
し
て
、
地
域
に

根
差
し
た
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

 

（
鳥
羽
海
上
保
安
部
）

奄
美
の
海
開
き�

～
海
へ
の
感
謝
と
一
年
の
安
全
を
願
っ
て
～

　

4
月
２２
日
、
奄
美
市
笠
利
町
用
安
の
ば
し

ゃ
山
村
と
奄
美
市
小
宿
の
大
浜
海
浜
公
園

で
、
海
開
き
の
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

自
然
豊
か
な
奄
美
大
島
は
、
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン

グ
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

が
盛
ん
で
、
島
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ

豊
か
な
自
然
を
楽
し
み
ま
す
。
式
典
で
は
、

海
へ
の
感
謝
と
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
一

年
の
安
全
へ
の
願
い
を
込
め
て
、
神
事
、
奄

美
三
線
の
調
に
島
唄
奉
納
や
海
開
き
宣
言
な

ど
が
行
わ
れ
、
ば
し
ゃ
山
村
に
部
長
が
大
浜

海
浜
公
園
に
次
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

個
所
や
破
損
の
確

認
、
参
観
中
止
基
準

や
緊
急
時
の
連
絡
体

制
の
確
認
、
安
全
管

理
要
員
の
体
制
の
聴

取
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
大
王
埼
灯

台
の
点
検
で
は
、
前

記
の
点
検
内
容
に
加

え
、
新
た
に
発
見
し

た
突
起
物
へ
の
危
険

表
示
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

特
に
夜
間
の
一
般

公
開
を
対
象
と
し
た

安
全
点
検
は
、
昼
の

安
全
点
検
と
は
一
味

違
う
内
容
と
な
り
、

暗
闇
で
の
安
全
対
策

の
難
し
さ
を
感
じ
る

貴
重
な
体
験
と
な
り

ま
し
た
。

新人自己紹介大王埼灯台安全点検ブリーフィング

大王埼灯台安全点検安乗埼灯台安全点検
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あ
わ
せ
て
、
旧
暦
の
３
月
３
日
（
サ
ン
ガ

ツ
サ
ン
チ
、
今
年
は
旧
暦
の
２
月
が
閏
月
で

新
暦
で
比
べ
る
と
昨
年
よ
り
約
２０
日
遅
く
な

り
ま
し
た
）
に
初
節
句
を
迎
え
た
子
供
の
無

病
息
災
を
願
っ
て
足
を
海
水
に
浸
す
「
ウ
ナ

グ
ヌ
セ
ッ
ク
」
の
慣
習
に
、
赤
ち
ゃ
ん
を
伴

っ
た
多
く
の
家
族
が
子
の
健
や
か
な
成
長
を

願
い
ま
し
た
。
昔
は
、
村
中
の
人
々
が
海
岸

に
出
て
、「
ウ
ナ
グ
ヌ
セ
ッ
ク
」
を
祝
い
、

全
員
で
美
味
し
い
食
事
な
ど
を
楽
し
ん
だ
そ

う
で
す
。

　

奄
美
海
上
保
安
部
は
、
美
し
い
青
い
海
と

空
と
緑
の
大
地
、
自
然
豊
か
な
こ
の
奄
美
群

島
で
地
域
の
皆
様
と
の
絆
を
大
切
に
、
安
全

安
心
に
努
め
ま
す
。

 

（
奄
美
海
上
保
安
部
）

名
瀬
港
台
風
津
波
対
策
委
員
会�

～
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
に
安
全
対
策
を
確
認
～

　

６
月
１６
日
、
名
瀬
港
台
風
津
波
等
対
策
委

員
会
を
開
催
、
名
瀬
港
の
関
係
者
が
安
全
対

策
等
を
確
認
し
ま
し
た
。
台
風
接
近
や
津
波

発
生
時
の
情
報

伝
達
手
段
に
つ

い
て
の
規
則
も

改
正
、
こ
れ
ま

で
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
か

ら
電
子
メ
ー
ル

に
変
更
し
て
確

実
性
と
利
便
性

を
向
上
さ
せ
ま

し
た
。

　

名
瀬
測
候
所

の
池
内
予
報
官

が
「
奄
美
地
方

の
台
風
と
津

波
」と
題
し
て

講
演
、
聴
講
の

会
員
各
位
の
知

識
が
向
上
し
ま

し
た
。
新
聞
１

社
が
取
材
、
広
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
奄
美
海
上
保
安
部
）

海開きの神事

名瀬港台風津波等対策委員会名瀬測候所の予報官による講演

初節句の赤ちゃんの健やかな成長を願って
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全国北から南までの16灯台巡っていただき、誠にありがとうございました。
達成者の皆様、おめでとうございます！

のぼれる灯台（16基）のぼれる灯台（16基）
スタンプラリー達成者スタンプラリー達成者

第15弾

松原　優花 様（21歳）東京都在住
☆ スタンプラリー開始年月日
　 令和 3年 3月24日　野島埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日
　 令和 4年11月 6 日　犬吠埼灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ

たまたま参観した 1 つめの灯台でスタンプ
ラリーを知り、自転車で日本一周をするの
と共に全て集めてみようと思った。

☆ 16か所巡った感想　達成感！

第111号

　　石山由紀枝 様（64歳）・克彦 様（63歳）ご夫婦 
　　神奈川県横須賀市在住
☆ スタンプラリー開始年月日
　 令和 4年 1月23日　初島灯台
☆ スタンプラリー達成年月日
　 令和 4年11月 9 日　犬吠埼灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ

夫が定年退職したのでどこかへ行こうと思
っているとき、テレビで登れる灯台が紹介
されていたため。

☆ 16か所巡った感想
最高に良かったです!!

第112号
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北條　明 様（30代）静岡県在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 2年12月26日　安乗埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 4年11月11日　平安名埼灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ　バイクツーリング

☆ 16か所巡った感想　楽しめました。ありがとうございました。

Mick 様（60歳）神奈川県足柄上郡開成町在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 2年 8月 3日　入道埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 4年11月12日　観音埼灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ　入道崎旅行中知った。

☆ 16か所巡った感想　北海道と四国がなくて助かった。

高橋　俊彦 様（64歳）神奈川県在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 1年 5月20日　平安名埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 4年11月19日　初島灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ　

HP「灯台のことなら」を見て興味を持ったから。
☆ 16か所巡った感想　

天候不良で参観中止とか、苦労もありましたが、達成してみるとすべ
て良い思い出です。

柴崎　利文 様（48歳）神奈川県横浜市在住
☆ スタンプラリー開始年月日
　 令和 1年 5月 1日　観音埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日
　 令和 4年11月13日　角島灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ

灯台に登って見る景色に感動したため。
☆ 16か所巡った感想　

風雨が強くて登れないことも何度かありま
したが、あきらめないで良かったです。

第114号

第113号

第116号

第115号



—  61  —

松村　健太郎 様（44歳）神奈川県横浜市在住
☆ スタンプラリー開始年月日
　 令和 3年 6月20日　犬吠埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日
　 令和 4年11月19日　角島灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ

二人でのスタート
☆ 16か所巡った感想

色々な場所をまわれて、すばらしい風景をみれ
て癒されました。

第117号

たけちゃん 様（50代）千葉県千葉市在住
☆ スタンプラリー開始年月日
　 令和 4年 7月23日　塩屋埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日
　 令和 4年11月20日　角島灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ

私は元々旅好きで、灯台を目的地にして岬
巡りを楽しんでいましたが、コロナ禍で旅
を自粛していたところ久しぶりに地元の犬
吠埼灯台を訪れ、スタンプラリーの存在を
知りました。なぜかその時はスタンプ帳を
購入せず帰ったのですが、夏休みに東北の温泉巡りと併せて塩屋崎→
入道崎→尻屋崎と回ったのがきっかけでスタンプラリーを始めました。

☆ 16か所巡った感想
灯台の歴史や美しさに魅かれ、生まれて初めて宮古島（平安名埼灯台）
を訪れ、綺麗な珊瑚礁や宮古そばの美味さに感動し、各地の温泉や食
事も堪能することができ、今年は思い出深い濃い一年となりました。
今度は、「日本の灯台50選」を訪れたいと思っています。◦おまけ（俳
句を一つ）燈光は心も照らすよ夏嵐

第118号



—  63  —

書 籍 紹 介書 籍 紹 介
普通会員普通会員　山　本　雅　晴　山　本　雅　晴

▪著者ふたりからのコメント
　戦時中昭和18年 5 月から戦後昭和24
年 7 月の 6 年間、北海道根室の弁天島
灯台で灯台守である父と母兄姉との 5
人の生活を描いた幸枝さんからの聞き
書きをもとに構成された物語です。
▪作画担当の木村曠人からのコメント
　絵本ではそのうち特に昭和20年 7 月
の根室空襲を中心とした終戦前後の時
期をとりあげています。今年の 7 月に
アメリカのマクミラン／ロアリング・
ブルック社より刊行される事になりま
した。
▪紹介者山本雅晴コメント
　太平洋戦争末期の昭和20年 7 月15日根室空襲で弁天島灯台は倒壊しまし
たが職員家族は難を逃れ幸いでした。合掌
▪著者紹介
・ 木村　幸枝：現在北海道伊達市に在住、昭和18年から24年まで根室弁天

島灯台に勤務され、汐首岬灯台を最後に退職された鈴木重義氏の次女に
あたります。「根室弁天島灯台の日々」（著者：天明安枝）の安枝さんは
お姉さんです。

・ 木村　曠人：木村幸枝さんの長男にあたり平成 4 年に渡米し米国コロン
ビア大学図書館に勤務しながらニューヨークをはじめアメリカ各地で絵
画作品を発表しています。

・ スティーヴ・シャンキン（Steve Sheinkin）：アメリカの作家で、主に
青少年向けの近現代史に関するノンフィクションを舞台として活躍して
います。数々の受賞歴があり、アメリカのその世界では第一人者と言っ
ても過言ではありません。現在「原爆を盗め」を含めた 2 冊が日本語で
翻訳出版されています。

Yukie's Island
（My Family's World WarⅡStory）

2023年 7 月18日出版
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7 月 15日（土）正午からYouTube にて配信開始（無期限）
7月 29日（土）17時から横浜で懇親会

配信映像と、懇親会の申し込みフォームのURLは「灯台どうだい？」
のウェブサイトにリンクをはります。

　　　　灯台フォーラム 2023

　 祝
！フレネルレンズ実用化２００周年

2023 年 7月 15日（土）　正午
アーカイブ配信開始！

灯台の光を遠くまで届ける役割を持つフレネルレンズ。

今年は実用化されて２００周年のアニバーサリーイヤーです。

そこで、「灯台フォーラム」でもフレネルレンズに焦点を当てた

トピックを配信します！

オフ会も開催します！ 7月 29 日（土）17 時 @横浜

コロナ禍でしばらく中止となっていた灯台ファン同士の交流の場（懇親会）です。

詳細は「灯台どうだい？」ウェブサイトをご覧ください！
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